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例

1 本書は、平成 3年度から平成 9年度 (平成 5年度を除く)にわたって調査した、長野県佐久

市大字根々井および横和に所在する宮の上遺跡群根々井芝宮遺跡の調査報告書である。

遺跡名   宮の上遺跡群根々井芝宮遺跡

所在地   長野県佐久市大字横和字湯の上327、 328、 330-卜 3、 33112・ 13

長野県佐久市大字根々井字芝宮219、 220、 221、 223、 224、 225-2、 226、 227、 229、 231-

1・ 2・ 3、 232-1・ 2、 233、 234、 235、 236、 237、 238、 317-

1、 318-1、 319-1、 320、 321、 322、 323、 324、 325-1、

326-1、 328、 329、 334、 335

調査面積  18,642ば

開発主体者 佐久市土地開発公社

開発事業名 宅地造成事業

2 本調査は、佐久市土地開発公社の委託を受けた佐久市教育委員会が実施した。

3 本調査は、林幸彦 (試掘)、 羽毛田卓也 (試掘 。本調査)を担当者とし、地元の皆様をはじ

め多数の方の協力を得て実施した。

4 本遺跡に関わるすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

5 本書作成の主たる作業分担は、以下のとおりである。

遺物・遺構実測  羽毛田卓也、堺益子、浅沼ノブ江、江原富子、木内明美、神津ツネヨ

花岡美津子、橋詰信子、橋詰勝子、細萱ミスズ、依田みち、小林よしみ

遺物・遺構 トレス 羽毛田卓也

遺物・遺構写真  羽毛田卓也

執筆・編集    羽毛田卓也

6 調査にあたり、ご指導・ご協力を戴いた方々に記して厚くお礼申しあげます。

伊藤淳史、伊藤肇、上村安生、宇賀神誠司、臼田武正、岡村渉、小野和之、児玉卓文

小山岳夫、坂井隆、笹沢浩、助川朋広、竹原学、堤隆、寺島俊郎、田村孝、花岡弘

福島邦男、藤沢平治、丸山倣一郎、翠川泰弘、宮下健司、碓水孝之、(株)協同測量社

(有)浅間エンジエアリング、(株)パ リノ・サーヴェイ、(有)仙禄総業

ロ



例

1 遺跡の略称  宮の上遺跡群根々井芝宮遺跡

Miyanoue Nenei Sibalniya → MNS

2 遺構の略称  H→ 古墳時代 。平安時代の竪穴住居址

Y→弥生時代の住居址

F→孫笠
I甘
趣楊韮  D→生境

M→溝・溝状遺構、道路状遺構

S→調査区域外の遺構・試掘調査時にプランを検出した遺構

3 遺構の縮尺は図中にスケールを付したので参照されたい。

4 遺構図中におけるスクリーン・ トーンは以下のものを表す。

遺構の上層断面図の地山 → 斜線

遺構の横断図の地山   → 斜線

炉の焦土範囲 → 網点

斜線上面は、地山あるいは使用面の境界を表す。

5 遺構の海抜標高は、各遺構ごとに統一し、測量基準ライン上に明記した。

6 住居址の規模は、確認面での規模で、古墳時代と平安時代の住居址はカマドの煙道突出部を

含めない数値である。

7 写真図版・表中の番号 (例22-3)は挿図番号 (例第22図 3香)と対応する。
8 土層説明中の土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修。(財)日本色彩研究所色

票監修1987年度版『新版標準土色』の表示に基づいた。

9 遺構図中、ピット (柱穴)付近の数値 (例 -12cm)は ピットの深さを示す。
10 遺物に関わる凡例は、遺物編において遺物凡例として示した。

H 遺構に関わる凡例は、上記説明の他に、Yl号住居址および炉実測図・H8・ 9号住

居址およびカマド実測図中において説明を加えた。また初出事項は初出した図面中に

説明を加えた。

凡
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第 I章 発掘調査の経緯

1 調査に至る動機

宮の上遺跡群は、佐久市大字根々井・横和に所在し、浅間山に源を発する湯川の浸食により形

成された段丘の最上段の標高676mか ら688mに展開する弥生時代から平安時代にかけての遺跡群

である。今回調査した根々井芝宮遺跡は、本遺跡群の北端で湯川側に舌状にせり出した台地状の

標高680m内外を測る河岸段丘最上段に位置する。

今回、佐久市土地開発公社が行う宅地造成事業に伴い、佐久市土地開発公社と佐久市教育委員

会とで協議の結果、試掘調査による遺構の確認作業を行うこととなった。試掘調査により対象地

全体に弥生時代・古墳時代・平安時代の遺構が広がっていることが判明し、再度両者で協議を

行った。その結果、宅地については住宅の基礎工事が遺構の検出面を破壊しない高さまで盛り土

をすることとし、永久構造物である道路部分と削平部分については佐久市土地開発公社より委託

を受けた佐久市教育委員会が主体となって発掘調査を行う運びとなった。

第 1図 宮の上遺跡群根々井芝宮遺跡位置図 (1:50,000)

-1-
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第 2図 根々井芝宮遺跡位置図 (1:5,000)
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第3図 根々井芝宮遺跡調査区・試掘トレンチ設定図 (網点内対象地、数字は地番、1:2.000)
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2 調査の概要

平成 3年度 試掘調査

調査面積  945∬

調査期間  平成 3年12月 14。 16・ 17日

検出遺構  平安時代の竪穴住居址   2軒

平安時代以降の道路跡   1条

時代不明の上坑      1基

平成 4年度 試掘調査

調査面積  18,642∬

調査期間  平成 4年 6月 26日 ,7月 7日

検出遺構  弥生時代から平安時代の竪穴住居址   79軒

平成 4年度 本調査

調査面積  約6,700Υ

調査期間  平成 4年 7月 6日 から平成 4年 10月 7日

調査遺構  弥生時代中期の竪穴住居址   43軒

古墳時代後期の竪穴住居址   3軒

平安時代中期の竪穴住居址   11軒

弥生時代中期の土坑・墓坑   9基

時代不明の掘立Υ 建物址    2棟

時代不明の溝状遺構・道路址  4条

整理調査

調査期間  平成 5年 2月 2日 から平成 5年 2月 9日

平成 6年度 整理調査

調査期間  平成 6年12月 5日 から平成 7年 3月 31日

平成 7年度 整理調査

調査期間  平成 7年 12月 4日 から平成 8年 3月 31日

平成 8年度 整理調査

調査期間  平成 8年 4月 5日 から平成 9年 3月 31日

平成 9年度 整理調査

調査期間  平成 9年 4月 7日 から平成10年 3月 31日
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3 調査の体制

平成 3年度

事務局

教育長

教育次長

平成 4年度

事務局

教育長

教育次長

埋蔵文化財課長

管理係長

埋蔵文化財係長

埋蔵文化財係

平成 6年度

事務局

教育長

佐久市開発公社局長

佐久埋蔵文化財調査センター所長

埋蔵文化財課長

管理係長

埋蔵文化財係長

埋蔵文化財係

調査担当者 (試掘 )

調査主任

佐久市教育委員会埋蔵文化財課・佐久埋蔵文化財調査センター

大井季夫

小池八郎

須江吉介

上原正秀

上原正秀

桜井牧子

草間芳行

高村博文、林幸彦、三石宗一、須藤隆司、小林員寿、

羽毛田卓也、竹原学

羽毛田卓也

佐々木宗昭

佐久市教育委員会埋蔵文化財課

調査担当者 (試掘)

(本調査)

調査主任

大井季夫

奥原秀雄

上原正秀

桜井牧子

草間芳行

高村博文、林幸彦、三石宗一、須藤隆司、小林員寿

羽毛田卓也

林幸彦、羽毛田卓也

羽毛田卓也

佐々木宗昭、森泉かよ子

佐久市教育委員会埋蔵文化財課

大井季夫
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教育次長

埋蔵文化財課長

管理係長

管理係

埋蔵文化財係長

埋蔵文化財係

調査担当者

調査主任

平成 7年度

事務局

狭育長

教育次長

埋蔵文化財課長

管理係長

管理係

埋蔵文化財係長

埋蔵文化財係

調査担当者

調査主任

平成 8・ 9年度

事務局

教育長

教育次長

埋蔵文化財課長

管理係長

管理係

佐久市教育委員会埋蔵文化財課

奥原秀雄

戸塚 満

谷津恭子

田村和広

草間芳行

林幸彦、三石宗一、須藤隆司、

冨沢―明、上原学

羽毛田卓也

佐々木宗昭、森泉かよ子

大井季夫 (平成 7年 6月 退任)

依田英夫 (平成 7年 7月就任)

市川 源

戸塚 満

谷津恭子

田村和広

大塚達夫

林幸彦、三石宗一、須藤隆司、

冨沢―明、上原学

羽毛田卓也

佐々木宗昭、森泉かよ子

(平成 8年度)

(平成 9年度 )

(平成 8年度)

小林員寿、羽毛田卓也

小林員寿、羽毛田卓也

佐久市教育委員会埋蔵文化財課

依田英夫

市川 源

北沢元平

須江仁胤

棚沢慶子

田村和広
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埋蔵文化財係長          大塚達夫

埋蔵文化財係           林幸彦、三石宗一、須藤隆司、小林員寿、羽毛田卓也

冨沢―明、上原学

調査担当者            羽毛田卓也

調査主任             佐々木宗昭、森泉かよ子

平成 3年度から平成 9年度

調査員   浅沼ノブ江、荒井利男、荒井豊平、飯沢つや子、飯森礼子、池田豊子、磯貝はな

市川愛子、市川チイ子、岩下吉代、岩下とも子、江原富子、遠藤しずか

大井久美子、小田川栄、小田川時江、柏原松枝、川多アヤ子、木内明美

工藤しず子、神津ツネヨ、神津よしの、小須田サクエ、小林幸子、斎藤義男

堺益子、重田よし子、篠崎清一、清水六郎、白井おくに、武田千里、角田良夫

角田時、並木ことみ、橋詰勝子、橋詰けさよ、橋詰信子、花岡美津子、小林よしみ

花里八重子、藤巻辰江、星野良子、細萱ミスズ、堀込成子、堀篭囚、丸山澄

桃井もとめ、山口丑男、依田みち、和久井義雄、渡辺久美子、渡辺倍男

4 調査日誌

平成 3年 12月 14日 ・16日 ・17日

試掘調査 工事用進入路部分

平成 4年 6月 26日 ,7月 7日

試掘調査

平成 4年 7月 6日

現地にて打ち合わせ 機器材の搬入など

平成 4年 7月 7日 ～

本調査開始 プランの確認作業など

平成 4年 7月 8日 ～

遺構の掘り下げ開始

平成 4年 7月 20日 ～

実測作業開始 写真撮影開始 水撒き作業開始

平成 4年 7月 27日 ～7月 30日

少年考古学教室準備
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平成 4年 8月 5日 ～ 8月 7日

少年考古学教室

平成 4年 9月 8日
｀   調査地北端部の試掘調査

平成 4年10月 1日

航空測量および航空写真撮影

平成 4年 10月 2日

現場作業終了

平成 4年 10月 2日 ～10月 9日

重機による調査区の埋め戻し

平成 5年 2月 2日 ～ 2月 9日

実測図面の修正および土器等水洗い

平成 6年 12月 5日 ～平成 7年 3月 31日

実測図面の修正、遺物の注記、土器の復元、土器の実測

平成 7年 12月 4日 ～平成 8年 3月 31日

土器の復元、土器・石器の実測、遺構・遺物の トレース、遺物の写真撮影

本文の原稿執筆および編集作業

平成 8年 4月 5日 ～平成 9年 3月 31日

土器・石器類の版下作成

平成 9年 4月 7日 ～平成10年 3月 31日

遺物の写真撮影・写真図版作成、編集作業、遺物・図面類の収納
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

遺跡の自然的環境

第 4図 長野県佐久市位置図

佐久平は、北に浅間山を主とする三国山脈の南端峰群、東から南に関東山地から連なる山々で

ある佐久山地、西から南に人ヶ岳連峰と、四方を山々に囲まれた標高630mか ら760m内外の盆地

で、長野県の中央東端にあたり群馬県と接している。盆地全体の平坦部の標高は600mか ら1000

mを測り、佐久市はこの佐久平のほぼ中央に位置する。

佐久市の中央部を佐久地方南端の甲武信ヶ岳に源を発する千曲川が北進し、浅間山に源を発す

る湯ナII・ 濁川|、 佐久山地に源を発する志賀川・香坂川・滑津ナ||、 人ヶ岳に源を発する片貝川・

大沢川 。中沢川・宮川などの小河川がそれに向かって集まり、大小の扇状地や河岸段丘を形成し
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ている。佐久山地の人風山や寄石山・物見山・兜岩山・熊倉峰・荒船山は、石英安山岩や溶結凝

灰岩・ガラス質の荒船安山岩類により形成されている。これらの山の基盤には第二紀層 。中生層

や古生層が広がっているとされている。内山の初谷層は中生層で内山層は第二紀層である。また

兜岩層・駒込層 。人重久保層は第二紀層である。また少量ながら香坂川にてチャートを採取でき

ることより、古生層の路頭が寄石山北側にあると考えられる。佐久平の中央を流れる千曲川に

沿って断層が走るが、火山性雄積物に覆われているため、地表での確認はできない。他にも内山

断層があり、志賀・香坂地籍ではいくつかの細かな断層があると考えられる。

上田から佐久にかけての千曲川流域は、北海道とともに日本の小雨地帯で、年間降水量は長野

941ミ リ。上田870ミ リ。東部946ミ リ・佐久が908ミ リである。また年間の日照時間は、松本2649

時間・上田2547時間・東部2544時間 。佐久2532時間で、高知県足摺岬と並び、日本で一番日照時

間の多い地域である。佐久盆地は年間の降水量が軽井沢を除き1000ミ リに達せず、年平均気温は

10℃ を切る典型的な中央高地型気候である。また標高800mを超える山間部は軽井沢同様、高冷

地気候である。厳冬期の気温は北海道や東北地方北部と同じほど下がるが、夏期の最高気温は関

東地方と大差ない。また夏期の最低気温は北海道と大差ない。この年間の気温差と夏期の一日の

気温差は高冷地の盆地特有の性質である。また、このことが佐久盆地に四季折々の豊かな自然を

与えてくれているのである。

佐久平の北側は、浅間山の火山噴出物によって厚く覆われ、雄大な山麓を形成している①この

山麓は大山噴出物の性格上水の各種作用を受けやすく、大小様々な峡谷や「田切り地形」と呼ば

れる帯状台地と帯状低地の交互地形が見られる。今回調査した宮の上遺跡群根々井芝宮遺跡は、

湯川の侵食によって形成された河岸段丘最上段に位置し、北側の湯川と南側の段差のあまりない

帯状低地 (田切り低地)に挟まれた緩やかな南西傾斜の台地上に展開している。この台地の北西

側縁辺と寺,畑 遺跡群の展開する台地の北東側縁辺部から湯川第二段丘面までの斜面中腹のいた

るところより水が湧き出している。この第二段丘面と第一段丘面 (諏訪分遺跡群)が根々井芝宮

遺跡で検出された集落の稲を主体とする生産域と考えられる。

2 遺跡の歴史的環境

今回調査した宮の上遺跡群根々井芝宮遺跡の周辺には、多くの遺跡や遺跡群が密集している。

東側で隣接する寺畑遺跡群では、縄文時代の創早期の土器群と石器群が平成 6・ 7年度の調査で

見つかっている。他に縄文時代の遺構が調査で確認された例は近辺ではないが、今回の調査遺物

の中に何点か縄文時代中期の上器片が混入していることから、付近に縄文時代の遺構のある可能

性は高い。弥生時代の中期では、東西に蛇行して西進する湯川を挟んで、一本柳遺跡群西一本柳

― ■ ―
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遺跡 I(平成 5年度調査)・ 西一本柳遺跡Ⅱ (平成 6年度調査)。 西一本υl遺跡Ⅲ (平成 7年度～

調査継続中)、 北西の久保遺跡 (昭和57・ 58年度第 1次調査、昭和60・ 61年度第 2次調査)、 鳴澤

遺跡群 1(平成 2年度試掘調査)・ 鳴澤遺跡群 2(平成 6年度試掘調査)、 日向屋敷遺跡 (平成 2

年度試掘調査)などが調査されている。この内鳴澤遺跡群 1の試掘調査の際に出上した土器群を

遺物編の最初に掲載したので参照されたい。また湯川の南側では白山遺跡群 1(平成 4年度試掘

調査)が調査されている。いずれの遺跡も弥生時代の中期の後半を主体とする大集落を内包して

おり、根々井芝宮遺跡を中心とした半径1.5km内 に収まるほど密集している。また調査はされて

いないが、表面採集遺物などから大和田屋敷遺跡群 (26)。 大和田遺跡群 (27)・ 寄塚遺跡群

第 5図 周辺遺跡分布図 (1:25,000)

-12-



第 1表 周辺遺跡一覧表 (1)

血 遺 跡 名 時  代 所在地 調査による弥生中期の状況など

1 前田遺跡群 弥生～平安 常田・塚原 弥生後期確認

2 宮の塚古墳 古墳 塚原

3 堰添遺跡 弥生 常田

4 宮の前遺跡 平安 塚原

5 龍子田遺跡 平安 塚原

6 常田居屋敷遺跡群 弥生～平安 常田 弥生後期確認

7 松の木遺跡 弥生～中世 岩村田

8 上砂田遺跡 弥生～平安 岩村田

9 喜平治山古墳 古墳 岩村田

宮の西遺跡 弥生～中世 岩村田

一本柳遺跡群 弥生～中世 岩村田 弥生中期集落など調査中

中鳴澤遺跡群 弥生～平安 岩村田 調査中

つ
υ 中西の久保遺跡群 弥生～平安 岩村田 調査中

北西久保遺跡

北西久保古墳群

弥生～中世

古墳

岩村田 弥生中期・後期集落など

鳴澤遺跡群 縄文～平安 根々井 弥生中期住居・円形溝

16 根々井東原館跡 中世 根々井

上鳴澤古墳群 古墳 根々井

西一里塚遺跡群 弥生～平安 岩村田 弥生後期集落

姫宮塚古壊 古墳 根々井

伊勢田遺跡 弥生 根々井

日向屋敷遺跡 弥生～平安 根々井 弥生中期包合層 。後期住居確認

９

一 根々井居屋敷遺跡 弥生～平安 根々井 弥生後期包合層確認

Ｏ
じ 根々井大塚古墳 古墳 根々井

24 塚原屋敷添遺跡 平安 塚原

道添遺跡 弥生 。平安 塚原 弥生後期住居確認

大和田屋敷遺跡群 弥生～古墳 鳴瀬

大和田遺跡群 縄文～古墳 鳴瀬

28 白山遺跡群 縄文～平安 鳴瀬・三河田 弥生中期集落確認
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第 2表 周辺遺跡一覧表 (2)

血 遺 跡 名 時  代 所在地 調査による弥生中期の状況など

寄塚遺跡群 弥生～中世 横和

寄塚古墳 古墳 横和

鍛冶田遺跡 弥生～中世 横和

北久保遺跡 古墳～中世 横和

つ
０ 赤石河原遺跡 弥生 。平安 根々井・横和

諏訪分遺跡群 弥生～平安 根々井

つ
υ 寺畑遺跡群 縄文～中世 根 井々・猿久保 縄文創早期他調査中

中原遺跡群 縄文～中世 今井。中込・横和 中世集落確認

37 三河田大塚古墳 古墳 三河田

根々井館跡 弥生 。中世 根々井 弥生後期確認

今井宮の前遺跡

今井城跡

平安～中世

中世

今井

刀
仕 土堂古墳 古墳 三河田

41 宮の上遺跡群 縄文～平安 根々井・横和 平安集落確認

42 根々井芝宮遺跡 弥生・古壊・平安 根々井・横和 今回調査

43 今井西原遺跡 弥生～平安 今井

(29)な ども中期の集落の存在が想定される。

弥生時代後期では、西一本柳遺跡・西一里塚遺跡・北西の久保遺跡 。日向屋敷遺跡・寺畑遺跡

・根々井館跡・道添遺跡などが調査され、住居址等が検出されている。古墳時代では、西一本柳

遺跡・北西の久保遺跡・北西の久保古墳群・中西の久保遺跡などが調査されている。本遺跡でも

3軒の住居址が検出されたが、湯川南側の台地上では初めての検出例となり三河田大塚古墳など

を考えるうえで貴重である。奈良時代では西一本柳遺跡などが調査されていると平安時代では、

西一本柳遺跡・北西の久保遺跡 。宮の上遺跡 I・ Ⅱが調査されている。本遺跡と同一遺跡群であ

る宮の上遺跡群宮の上遺跡 I・ Ⅱ (昭和62・ 63年度調査)では 5軒の平安時代の住居址が検出さ

れている。何点かの墨書土器を伴っており、本遺明と類似点がある。本遺跡群ではかなり広範囲

に平安時代の集落が営まれていたようである。また寺畑遺跡群北側の湯川第二段丘では平成 7年

度の調査で古墳時代から平安時代にかけての集落が検出され、長野県内では珍しい平安時代初頭

の白銅鏡 (花斉双蝶人花鏡)が見つかっている。中世では、中原遺跡群梨の木遺跡 I・ Ⅱ (昭和
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62・ 63年度)な どが調査され、中世の集落が検出されている。

今回根々井芝宮遺跡で検出された住居は、弥生時代中期・古墳時代後期 。平安時代中期である。

根々井芝宮遺跡は湯の上遺跡として古くから縄文をもつ土器群を出土することで知られていた。

今回の調査により該期の大集落の一部が発見され、集落は湯の上から芝宮地籍にかけてかなり密

度が濃く展開しているものと考えられる。今回は道路部分の調査だけだったが、単純計算では弥

生時代中期だけでも200軒 を越す集落であったと予想される。西 2 km先には白山遺跡群、湯川を

挟んで北側に北西久保遺跡・上鳴澤遺跡群 。一本柳遺跡群など弥生時代中期の大集落が近接して

いる。中期後半と限定された時期に同じ文化をもった集落がこれだけ近接している地域は佐久市

内には他にない。このことは集落同士の関係を考える上で興味深く、さらに佐久平全体の該期文

化を考える上でも重要であるう。また根々井芝宮遺跡で弥生時代中期の集落を営んだ人々はどこ

へ移動して行ったのだろうか。付近には継続する時期の集落は発見されていない。時間軸を定規

を使用して切ったかのように断絶している。これらのことは今後明らかにしていくべき課題であ

ろう。
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第Ⅲ章 層 序

第 6図 層序模式図

根々井芝宮遺跡は、682～ 676mを測り、南西から西方向に向かって緩やかに傾斜する。基本と

なる層序は、調査区西端 1個所、西側 2個所、南側 3個所、東側 3個所、北側 3個所、中央部 4

個所の計16個所で淑I定 した。

第 I層は、耕作等により成立した粘性が弱くしまりのない黒褐色土で、第Ⅱ層は、粘性が弱く

第Ⅲ層を多量に合む暗褐色土 (10YR3/3)で ある。第Ⅲ層は、浅間第 1軽石流本体あるいは

軽石流二次堆積層で、大きく3種類に分類した。第ⅢJ習は、砂質ローム主体の黄褐色土 (10Y

R5/6)で 調査区のほぼ全体を覆っている。第Ⅲb層は、しまりのある明黄褐色ローム (10YR

6/8)で 径 3～ 6 cm大の軽石を微量含み、調査区の南側を中心に広がる。第Ⅲc層 は、やや砂

質の明黄褐色ローム (10YR6/6)で径 5111111以 下の軽石を合み、調査区の東側と南側の一部に

広がる。第 1層は20cm～ 45cm、 第 2層は O cm～35cmの厚みが観察された。遺構の確認はすべて第

Ⅲ層の上面において行った。
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弥生時代の中期の竪文住居址

Yl号住居址

CC〉―→標高の基準ライン(図面内統一 )

第Ⅳ章 遺 構

1

2

上層説明

黒褐色土層 ロームを微量含む。
10 YR 2/3

暗褐色土層 ローム・炭化粒子・
焦土粒子を微量含む。
10 YR3/3

土色について 土色は凡例に示したと
おり『土色帖』に基づき、たとえば

10 YR 6/3は 、10 Y Rが色相を、
6が明度を、3が彩度を表す。

♀ !:,ω  4皿
縮尺スケール

第 7図  Yl号住居址実測図
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第 9図 Yl号住居址炉実測図

Yl号住居址は、調査区西側中央、セ～ター36
。37グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層 (黄褐

色砂質ローム)上面において検出された。本住居

址は、北側の壁をH6号住居址に、南西の隅をD

6号土坑に、床面の南西部をD5号土坑によって
上層説明 3褐色土層ロームを多量に含む。 _c,破 壊される。なお、D6号土坑は現代の撹乱と考C~       10 YR 4/4^

えられる。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規

?  a18o  4Ш    模は南北582cm。 東西404cmを測る。住居址の向き

第 8図 Yl号住居址実測図 (ピ ット完掘) は ほぼ南 北 を指 し、西 へ 8° ず れ る。

床の面積は、破壊された南西部を合めて18.8ば

を波よる。

住居址の検出面から床までの土層は 2層に分割され、床面はおおむね平坦で貼床はなかった。

検出面から床までの壁の高さは15.5～ 25cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームをそ

のまま利用し、平滑であるが軟弱であった。また南側を除く三辺の壁の際に周溝が認められた。

ピットは主柱 穴 4個 (Pl～P3)と 補助柱穴 3個 (P4～ P6)、 入口施設の掘り込みあるいは貯蔵

穴と考えられるピット (島)の計 7個が検出された。この内Psは南北に走る棟を支えるための柱

である棟持柱の柱穴と考えられる。

炉は南北に長い楕円形で住居址の中央で検出された。規模は77cm× 52cm・ 深さ8,5cmを測る。

焦土および炭化層は底部を中心に 3 1Mll以下で確認されたが、図示は控えた。

遺物は、壷や甕・郷といった土器類や石鏃・横刃型石器・石鍬 (打製石斧)などが出土した。

DO号上坑
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以上より本住居址は、弥生時代の中期の後半代と考えられる。

・住居址平面図→17・ 18ページ

・住居址写真→367・ 368ペ ージ

・遺物実浪I図→149。 150ページ

・遺物写真→403,404ペ ージ

Y2号住居址

1

2

3

宅 Qiり  4n

第10図 Y2号住居址実測図

Y2号住居址は、調査区北側中央、工・オー32・ 33グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層 (黄

褐色砂質ローム)上面において検出された。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規模は南北428cm。 東西334cmを測る。住居址の向

きはほぼ南北を指し、西へ15° ずれる。床の面積は、破壊された南西部を合めると12.48∬ を測

る。

住居址の検出面から床までの土層は 3層に分割され、床面はおおむね平坦で貼床はなかった。検

出面から床までの壁の高さは22.5～ 7.5cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利

用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (P,～P4)と 入口施設の掘 り込みあるいは貯蔵穴と考えられるピット

暗褐色土層 耕作撹乱土。
10YR3/3

黒褐色土層 ロームを少量含む
10Y R 2/3

暗赤褐色土層 ロームを微量、焦土・炭
化粒子を多量含む。
5YR3/3

『◎
Ｐ２　　　　　　『ぉ）Ｐ３
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以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

出
~~  

占

4褐色土層 砂質ロームを多量に含む。10 YR 3/3

第11図 Y2号住居址実測図 (ピ ット完掘)

(R)の計 5個が検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形

で、規模は71cm× 55cm。 深さ8 cmを測る。焦土および炭

化層は底部を中心に 3 11ull以下で確認されたが、図示は控

えた。

本住居址は全体に焦土と炭化材の小片が認められ、床

面もかなり焼!すていた。破棄時に焼却したか、火事に

あったと考えられる。

遺物は、壷や甕・イといった土器類や石鏃・擦り石・

砥石などが出土した。

・遺物実測図→151～ 153ページ

・遺物写真→405。 406ページ

・住居址平面図→19・ 20ページ

・住居址写真→367。 368ページ
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Y3号住居址

④ w Φ
Ｉ

ト

ー

＼_
lg
>
1黒褐色土層

Y3号住居址は、調査区の南西、チ・ツー37

ロームを微量含む。10 YR 2/2

第13図 Y3号住居址実測図

・38グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層 (黄褐色

砂質ローム)上面において検出された。本住居址

は、南側をY4号住居址と撹乱により破壊される。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規

模は南北435cm(推定値)。 東西374cmを 測る。住

居址の向きはほぼ南北を指し、西へ21° ずれる。

床の面積は、推定で12.99ド を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 1層のみが

確認され、床面はおおむね平坦で貼床はなかった。

検出面から床までの壁の高さは 0～ 16cmを測る。

壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、

平滑であるが軟弱であった。周溝は破壊を免れた

-21-
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第14図 Y3号住居址炉実測図



北壁の際と西壁と東壁の一部で認められた。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～P4)と補助柱穴 (R)の計 5個が検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、規模は69cm× 51cm・ 深さ8.5cmを測

る。焦土および炭化層は底部を中心に 3 1nln以下で確認されたが、図示は控えた。

遺物はきわめて少なく、重や甕・邪といった土器の破片や、扁平片刃石斧などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→21ページ

・住居址写真→368ペ ージ

Y4号住居址

・遺物実測図→154ページ

・遺物写真→407ペ ージ

〇

　

日
‐
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０
卜
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亀応、他/
どV>で!儲P5唸通
|    |   |
W      堤   O

ロームを少量含む。10 Y R3/3 ?  t型   4Ⅲ

第15図 Y4号住居址実測図

Y4号住居址は、調査区の南西、ツ・テー37・ 38グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層 (黄褐

色砂質ローム)上面において検出された。本住居址は、南側の壁付近以外の全面を撹乱により破

壊される。
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5個が検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、規模は69cm× 59cm・ 深さHcmを測る。

焦土および炭化層は底部を中心に 3111111以 下で確認されたが、図示は控えた。

遺物はきわめて少なく、壷や甕・不といった土器の破片や手捏状の小型高郭などが出上した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

Y5号住居址

Y5号住居址は、調査区の南西、ツ～ トー36・ 37グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層 (黄褐

色砂質ローム)上面において検出された。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規模は南北535cm。 東西492cmを測る。住居址の向

きはほぼ南北を指し、西へ 2° ずれる。床の面積は20.88rを 浪Iる 。

住居址の検出面から床までの土層は2層に分割され、床面はおおむね平坦で貼床はなかった。

検出面から床までの壁の高さは1～ 18.5cmを波よる。壁は全体層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを利

用し、平滑であるが軟弱であった。周溝は壁の際のほぼ全周に認められた。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～P4)と 補助柱穴 3個 (R～ P7)、 入口施設に伴う掘り込みと考えられ

るピット (P9・ PIO)2個、貯蔵穴と考えられるピット (P8)の計10個が検出された。この内P5は

|

く

第16図 Y4号住居址炉実波1図

・住居址平面図→22ページ

・住居址写真→368・ 369ペ ージ

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規

模は南北482cm。 東西419cmを測る。住居址の向き

はほぼ南北を指し、東へ 4° ずれる。床の面積は

推定で18.66ド を測る。

住居址の検出面から床までの上層は 1層のみが

確認され、床面はおおむね平坦で貼床はなかった。

検出面から床までの壁の高さは 0～ 6.5cmを測る。

壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、

平滑であるが軟弱であった。周溝は破壊を免れた

南壁の際を中心に認められた。

ピットは主柱穴 3個 (Pl～R)と 入回施設に伴

う掘り込みと考えられるピット (P4・ P5)2個の

・遺物実測図→154ページ

・遺物写真→407ペ ージ
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暗褐色土層 耕作撹乱上。10 YR 3/8
黒褐色土層 焦上・炭化粒子を多量含む。10 Y R2/3

第17図 Y5号住居址実測図

棟持柱穴と考えられる。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形

で、規模は57cm× 44cm・ 深さ7 cmを測る。焦土および炭

化層は底部を中心に3 11ull以下で確認されたが、図示は控

えた。

本住居址は全体に焦土と炭化材の小片が認められ、床

面も部分的に焼けていた。破棄時に焼却したか、火事に

あったと考えられる。

遺物は、壷や甕・郷といった土器、砥石などが出土し

た。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられ

-24-
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第18図 Y5号住居址炉実測図



る。

・住居址平面図→24ページ

・住居址写真→369・ 370ペ ージ

Y6号住居址

I

∞

・遺物実測図→154・ 155ページ

・遺物写真→407ペ ージ

1黒褐色土層
2暗褐色上層

W      tt     Q
ロームを微量含む。10 YR 2/2

焦上を少量、炭化粒子・ロームを微量含む。

10 YR 3/3

第19図 Y6号住居址実測図

Y6号住居址は、調査区の南西、ソ・ター38。 39グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層 (黄褐

色砂質ローム)上面において検出された。本住居址は西壁の一部をD7号土坑により破壊される。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規模は南北532cm・ 東西460cmを測る。住居址の向

きはほぼ南北を指し、西へ 6° ずれる。床の面積は21.02Υ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は2層に分割され、床面はおおむね平坦で貼床はなかった。

検出面から床までの壁の高さは13～ 31cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用

し、平滑であるが軟弱であった。
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ピットは主柱穴 4個

蔵穴と考えられるピッ

(Pl～P4)と補助柱穴 2個 (R・

卜 (P7・ P8)2個、その他 (島 )

P6)、 入口施設に伴う掘り込みあるいは貯

の計 9個が検出された。この内P5は棟持
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と           と
ロームを少量含む。10 YR4/4

第20図 Y6号住居址実測図 (ピ ット完掘)
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1黒色土層  炭化粒子を多量含む。
10 YR 17/1

2暗褐色土層 ロームを少量含む。
10 YR 3/3

第21図  Y6号住居址炉実測図
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柱穴と考えられる。またPOに はほぼ完形の深鉢が正位で埋められていた。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、中央に甕の下半部を埋め込み、一辺

に石 (安山岩)を設けていた。規模は70cm× 66cm・ 深さ22.5cmを 測る。焦土および炭化層は甕の

底部に 6 cm以下で確認された。

遺物は、壷や甕・IThと いった土器や、扁平片刃石斧・丸響形片刃石斧・石鏃・捺り石・砥石・

石砧などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→25'26ページ

・住居址写真→370ペ ージ

Y7号住居址

・遺物実測図→156～ 164ページ

。遺物写真→407～ 412ペ ージ

|。

黒褐色土層

暗褐色土層

lω
 く

|

猛  く|    口
l

ローム粒子を微量含む。10 Y R 2/2
ローム粒子を少量含む。10 YR 3/3

く
I

0

第22図  Y7号住居址実測図

Y7号住居址は、調査区の北西、力 。キー37・ 38グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層 (責帽

色砂質ローム)上面において検出された。

平面の形態は南北 1こ長い隅の丸い長方形で、規模は南北347cm。 東西308cmを測る。住居址の向

きはほぼ南北を指し、西へ21° ずれる。床の面積は8.94∬ を測る。
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住居址の検出面から床までの上層は 1層のみが確認された。床面はおおむね平坦で貼床 (住居

址覆土第 2層)が全面に認められた。検出面から床までの壁の高さは12～20cmを測る。壁は全体

層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが

軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)と貯蔵穴と考えられる

ピット (乳)の計 5個が検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形

で、北西隅に石 (輝石安山岩)を設置していた。規模は

66cm× 57cm・ 深さ9 cmを測る。焦土および炭化層は底部

を中心に 3 11ull以 下で確認された。

遺物は、壷や甕・邪といった土器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられ

る。

第23図  Y7号住居址炉実測図

・住居址平面図→27・ 28ページ

・住居址写真→371・ 373ペ ージ

Y8号住居址

。遺物実測図→165ページ

・遺物写真→412・ 413ペ ージ

?  t itt ζn

第25図  Y8号住居址炉実測図

第24図  Y8号住居址旧ピット実測図
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ドQ

1暗褐色土層 ローム粒子を少量含む。10 Y R 3/3
2黒褐色土層 焦上・炭化粒子少量、炭化材小片を微量含む。10 Y R 2/2
3暗褐色上層 ローム粒子を少量含む。10 Y R3/4

第26図  Y8号住居址実測図

Y8号住居址は、調査区の南西、コ～シー38・ 39グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層 (黄褐

色砂質ローム)上面において検出された。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規模は南北547c皿 °東西496cmを測る。住居址の向

きはほぼ南北を指し、西へ 8° ずれる。床の面積は22.83∬ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 2層に分割され、床面はおおむね平坦で貼床はなかった。

検出面から床までの壁の高さは12～33cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用

し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～P4)と 補助柱床 (孔 )、 入口施設に伴う掘り込みあるいは貯蔵穴と

55硼
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考えられるピット (島・P7・ P3・ P9)4個の計 9個が検出された。この内P5は棟持柱穴と考えら

れる。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、一辺に石 (安山岩)を設けていた。

規模は73cm× 58cm・ 深さH.5cmを測る。焦土および炭化層は甕の底部に 3 1nln以下で確認された。

遺物は、壼や甕・郭といった土器や、砥石・扁平片刃石斧・石鏃・土製スプーン・土製円板な

どが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

Y10号住居址

Y10号住居址は、調査区の南西、工 。オー29～

31グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層 (黄褐色

砂質ローム)上面において検出された。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規

模は南北520cm。 東西462cmを測る。住居址の向き

はほぼ南北を指し、東へ 2° ずれる。床の面積は

18.88ド を浪Iる 。

住居址の検出面から床までの土層は 3層に分割

され、床面はおおむね平坦で貼床はなかった。検

出面から床までの壁の高さは29～56cmを測る。壁

は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、

平滑であるが軟弱であった。周溝は壁の際に全周

にわたって確認された。

ピットは主柱穴 4個 (P〕～P4)と 補助柱穴 3個

(P5～ P7)、 入口施設に伴う掘 り込みあるいは貯

蔵穴と考えられるピット (P8・ P9・ P10)3個の計10個が検出された。この内P6は棟持柱穴と考え

られる。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、一辺に石 (安山岩)3個を設けてい

た。規模は135cm× 70om・ 深さ9.5cmを波Iる 。焦土および炭化層は甕の底部に6.5cm以下で確認さ

。住居址平面図→28・ 29ページ

・住居址写真→372・ 373ページ

く|        く|

0     (1:oO)

第27図  Y10号住居址炉実測図

・遺物実測図→166,167・ 169・ 170ページ

。遺物写真→413・ 414・ 415ペ ージ
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1極暗褐色土層 パミス極小粒・ローム粒子 '炭化材微小片を微量含む。75YR2/3
2黒色土層   焦上・炭化粒子・炭化材小片を少量含む。75YR2/1
3褐色土層   ローム粒子を多量含む。10 YR 4/4

第28図  Y10号住居址実測図

れた。

遺物は、壷や甕・郭といった土器や、砥石・磨製石鏃 。打製石鏃などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→30・ 31ページ

・住居址写真→372・ 373ページ

・遺物実測図→173～ 181ページ

・遺物写真→416～ 421ペ ージ
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Y ll号住居址

毬隷はピット堀り方 E告l
P2           Pl

1黒褐色土層

2褐色土層

3暗褐色土層

砂質ローム・炭化粒子

を微量含む。10 YR 2/3

砂質ロームを多量に含む。
10 Y R 4/4

砂質ロームを少量含む。
10 YR 3/4

9        (1:80)       4コ

第29図  Yll号住居址実測図

Y ll号住居址は、調査区の南西、イ～エー25。 26グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層 (黄褐

色砂質ローム)上面において検出された。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、西側 3/4が張り出していた。規模は南北476cm
。東西460cm(張 り出し部を合む)を測る。住居址の向きはほぼ南北を指し、西へ23° ずれる。

床の面積は17.74∬ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 1層のみが確認され、床面はおおむね平坦で貼床はなかっ

た。検出面から床までの壁の高さは 1～ 8 cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを

利用し、平滑であるが軟弱であった。周溝は張り出し部の一部と南壁の中央部を除き、壁の際に
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ほぼ全周にわたり確認された。

ピットは主柱床 4個 (Pl～ P4)、 入口施設に伴 う掘

り込みあるいは貯蔵穴と考えられるピット (P5)の 計

5個が検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円

形で、一辺に石 (安山岩)2個を設けていた。規模は

66cm× 45cm。 深さ6 cmを測る。焦土および炭化層は 3

11ull以下で確認された。

遺物は、壼や甕・郷といった土器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えら

れる。

・遺物実測図→181ページ

・遺物写真→422ペ ージ

第30図  Y■号住居址炉実測図

・住居址平面図→32,33ペ ージ

・住居址写真→373ペ ージ

暗赤褐色土層 焦上主体、砂質ローム
・炭化粒子を多量含む。5YR3/6

0       (1:38)

第31図  Y12号住居址炉実測図

Y12号住居址

Y12号住居址は、調査区の北側中央、工 。オー

25・ 26グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、

規模は南北500cm。 東西476cmを測る。住居址の向

きはほぼ南北を指し、東へ4.5° ずれる。床の面

積は19,33ド を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 3層に分割

され、床面はおおむね平坦で貼床はなかった。検

出面から床までの壁の高さは3.5～ 21cmを測る。

壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、

平滑であるが軟弱であった。周溝は南西の隅で途

切れる他は、ほぼ壁の際の全周にわたり確認され

た。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～P4)と補助柱穴 2個 (P5・ P6)、 入口施設に伴う掘り込みと考えら
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1暗褐色土層 ローム粒子を微量含む。
10 Y R3/3

2黒色土層 炭化材微小片・焦上粒子少量、
ローム粒子を微量含む。75YR2/1
3褐色土層 砂質ローム多量含む。

10 YR 4/6

! 里i硼  21

第32図  Y12号住居址実測図

れるピット (P7・ P8'P9)3個の計 9個が検出された。この内Psは棟持柱穴と考えられる。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は瓢 箪形で、一辺に石 (安山岩)を設けていた。

規模は125cm× 65cm・ 深さ8,5cmを測る。焦土を主体とする層は炉の全面に 6 cm以下で確認された。

また焦土・炭化層は炉の底を中心に 3 11ull以下で確認された。

住居址は全体に焦土と炭化材の小片が認められ (覆土第 2層 )、 床面もかなり焼けていた。破

棄時に焼却したか、火事にあったと考えられる。

遺物は、壷や甕・邪といった土器や、砥石などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。
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・住居址平面図→33・ 34ページ

・住居址写真→374ペ ージ

・遺物実測図→182～ 185ページ

・遺物写真→422～ 424ペ ージ

Y13号住居址

PQ

1黒褐色土層 ローム粒子・炭化材小片を
微量含む。75YR2/2

2極暗褐色土層 焦土粒子・炭化粒子・炭
イヒ材小片を少豊含む。75YR2/3
3褐色土層σ占床)ロ ーム粒子を多量

含む。10 YR 4/4

ヒ         (1180)      4皿

第33図  Y13号住居址実測図

Y13号住居址は、調査区の北側中央、オ・カー24・ 25グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上

面において検出された。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、規模は南北395cm・ 東西366cmを測る。住居址の

向きはほぼ南北を指し、東へ1.5° ずれる。床の面積は12.48ば を測る。

住居址の検出面から床までの上層は 2層に分割され、床面はおおむね平坦で、貼床 (覆土第 3

Ｐ９③

鰻
枷　
一
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P5(更豆3~28em
-16 5cDI

p ◎13cn
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層)がほぼ全面にわたり確認された。

検出面から床までの壁の高さは8.5～

16cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄

帽色砂質ロームを利用し、平滑である

が軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～P4)と 補

助柱穴 1イ固 (P9)、 入口施設に伴 う掘

り込みと考えられるピット2個 (P6・

P7)、 貯蔵穴 (P9)の 計 9個 が検出さ

れた。

炉は住居址の中央で検出された。

平面の形態は楕円形で、一辺に甕を

設けていた。規模は59cm× 47cm・ 深さ6 cmを 測る。焦土を主体とする層は炉の全面に 3 cm以下で

確認された。また焦土・炭化層は炉の底を中心に 3 11ul以下で確認された。炉の掘り方の規模は85

cm× 49cm。 深さ6.5cmを測り、炉の覆土第 2層の暗褐色土により構築されていた。

住居址は全体に焦土と炭化材の小片が認められ、床面も部分的に焼けていた。破棄時に焼却し

たか、火事にあったと考えられる。

遺物は、壷や甕・郭といった土器や、横刃型石器・石鏃などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

く|        く|

1暗赤褐色上層 焦土主体、炭化粒子を多量合む。
2暗褐色土層 ローム粒子少量含む。75YR3/4

燕
≪

は

く‐呻
Ｙ

9   (1100)   1血

第34図  Y13号住居址炉実測図

・住居址平面図→35・ 36ページ

・住居址写真→374,375ペ ージ

・遺物実測図→186・ 187ページ

・遺物写真→424・ 425ペ ージ

Y14号住居址

Y14号住居址は、調査区の北側中央、力～クー28～30グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上

面において検出された。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い長方形で、規模は南北736cm・ 東西555cmを測る。住居址

の向きはほぼ南北を指し、東へ9.5° ずれる。床の面積は33.83ド を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 4層に分割され、床面はおおむね平坦で固くしまっていた。

検出面から床までの壁の高さは19～30.5cmを 測る。壁は全体層序第皿層の黄褐色砂質ロームを利

用し、平滑であるが軟弱であった。周溝は、北側中央のP,O部分を除く壁の際に全周にわたり確

-36-



５２ｅｍ
Ｏ
山
　

　

　

　

・１ｌｃ
Ｏ

Ｐ５

セ5哲ずさ6れШ  ttΩ。皿
Pイ

Pe

D'

1暗褐色土層 ローム粒子少量含む。
10 YR 3/4

2黒褐色層  焦土・炭化粒子・ローム
粒子を微量含む。10 Y R 2/2

3黒色土層  炭化材小片・焦上泣子を
多量含む。75YR 17/1

4焦土層   焦土主体。炭化材
小片多量含む。
5YR6～ 2/6～ 2

5暗褐色上層 ローム粒子少量含む。
10 Y R3/3

第35図  Y14号住居址実測図

認 された。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～P4)と補助柱穴 2個 (P5・ P6)、 入口施設に伴う掘り込みと考えられ

るピット (P9)、 貯蔵穴 (P10)、 その他 2個 (島・P8)の計10個が検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、規模は68cm× 54cm・ 深さ5 cmを測る。
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第36図  Y14号住居址炭化材出土状況実測図

また焦土・炭化層は炉の底を中心に 3 11ull以 下で確認された。

住居址は全体に焦土と炭化材の小片が認められ、焼け残った炭化材が多量に検出された。床面

はかなり焼けていた。本住居址は破棄時に焼却したか、火事にあったと考えられる。またDl号

土坑は、掘り込んだ土砂が住居址の床直上に堆積している点、掘り込んだ土砂の上部が焼けてい

る点、さらには掘り込んだ土砂の上で炭化材や炭化層が検出されている点などから、住居を焼却

する直前に掘り込んだと考えられる。さらにDl号土坑は、上記の点や覆土・形態・住居址内と
t議 こう

いう特殊性などから、住居址内墓坑と考えられる。
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第38図  Y14号住居址炉実測図

・住居址平面図→37・ 38・ 39ページ

・住居址写真→375ペ ージ

Y15号住居址

Y15号住居址は、調査区の北側中央、

面において検出された。

9   (1:GO)  4m

第37図  Y14号住居址遺物出土状況実測図

遺物は、主として住居址北東隅と北側の貯蔵穴

(PiO)よ り集中して出土 した。また北東隅で出土し

た土器群は、出土状況などから棚状のものから住居焼

却時に落下 した可能性が高い。遺物は壷や甕・不と

いった土器や、砥石・扁平片刃石斧・石鏃・紡錘車な

どが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えら

れる。

・遺物実測図→187～200ページ

・遺物写真→424～ 435ペ ージ

ア～ウー28,29グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上
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1黒褐色上層 砂質ローム砂礫)
微量含む。10 YR 2/3

2黒色土層  焦土粒子・炭化粒子・
F'  炭化材微小片少量含む。

10Y R 2/1
3暗褐色土層 砂質ロームを少量含む。

10 Y R 3/8

4褐色上層llt床)砂質ロームを多量含む。10 YR 4/4

第39図  Y15号住居址実測図

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い長方形で、規模は南

北553cm。 東西488c皿 を測る。住居址の向きはほぼ南北を指し、

西へ 5° ずれる。床の面積は21.36∬ を測る。

住居址の検出面から床までの上層は 3層に分割され、床面

はおおむね平坦で固くしまっていた。貼床 (覆土第 4層)は

住居址床面の全面に認められた。検出面から床までの壁の高

さは23～40.5cmを 測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質

ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。周溝は壁の際

の全周にわたり確認された。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～P4)と 補助柱穴 5個 (P5～ P8・

-40-

第40図  Y15号住居址炉実測図



P12)、 入口施設に伴う掘り込みあるいは貯蔵穴と考えられるピット (P9～Pll)3個の計12個が検

出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は不整楕円形で、一辺に石 (安山岩)2個を設け

ていた。規模は69cm× 57cm・ 深さ8.5cmを測る。また焦土・炭化層は炉の底を中心に 3 11ull以 下で

確認された。

住居址は全体に焦土と炭化材の小片が認められ、床面もかなり焼けていた。破棄時に焼却した

か、火事にあったと考えられる。

遺物は、壷や甕・郷といった土器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

Y16号住居址

Y16号住居址は、調査区の西側、

おいて検出された。

。遺物実測図→200～ 202ペ ージ

・遺物写真→435～ 437ペ ージ

キ・クー15'16グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い長方形で、

規模は南北528cm。 東西455cmを測る。住居址の向

きはほぼ南北を指し、西へ10° ずれる。床の面積

は20.63ド を測る。

住居址の検出面から床までの上層は 1層のみが

確認され、床面はおおむね平坦で固くしまってい

た。検出面から床までの壁の高さは 5～ 15cmを測

る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利

用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)力 S検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は

不整楕円形で、規模は97cm× 65cm・ 深さ13.5cmを

・住居址平面図→40ページ

・住居址写真→375・ 377ペ ージ

第41図  Y16号住居址炉実測図

測る。また焦土・炭化層は炉の底を中心に 3 11ull以下で確認された。

遺物は、壷や甕・杯といった土器や台石などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。
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1黒褐色土層
ローム粒子・炭化粒子を

微量含む。
10 YR 2/2

・住居址平面図→41・ 42ページ

・住居址写真→376ペ ージ

第42図  Y16号住居址実測図

・遺物実測図→203～ 205ページ

・遺物写真→437・ 438ページ
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Y17号住居址

Y17号住居IIは、調査区の西側、力 。キー14・ 15グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。本住居址は南側を土砂採取により破壊される。

1黒褐色土層
ローム粒子・炭化粒子を

微量含む。
10Y R 2/3

第43図  Y17号住居址実測図

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い長方形と推定され、規模は南北421cm(現存値)。 東西425

cmを浪1る。住居址の向きはほぼ南北を指し、西へ15° ずれる。現存する床の面積は16.02面 を測

る。

住居址の検出面から床までの土層は 1層のみが確認され、床面はおおむね平坦で固くしまって

いた。検出面から床までの壁の高さは 0～ 9 cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の責褐色砂質ローム

を利用し、平滑であるが軟弱であった。
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ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)と その他 1個

(P5)の 計 5個が検出された。この内P5は、内部

に底部を欠いた完形の甕が 2個体直列に埋められ

ていた。上部の甕は大きく傾いていたが内部はほ

とんど空洞であり、下部の甕は底部付近に土砂が

あるのみでやはり空洞であった。早い時期に上部

の奏が傾き、下部の甕の蓋をし、土砂が流入しな

かったと考えられる。つまり住居使用時には両方

ともに空でピットに据えられていたと推定できる。

さらにはこのピットは棟持柱を据えた穴と考える

と、棟持柱に甕を貫通させていた (そのために甕

の底部を打ち欠いた)こ とになり、柱が土中で腐ったために奏の内部が空洞になったとも推定で

きる。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、一辺に石 (安山岩)2個を設けてい

た。規模は73.5cm× 53cm。 深さ7.5cmを測る。また焦土・炭化層は炉の底を中心に 3 11ull以 下で確

認された。

遺物は、重や甕・郭といった土器や石剣未製品などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→43・ 44ページ

。住居址写真→376・ 377ペ ージ

Y18号住居址

Y18号住居址は、調査区の中央やや西寄り、キ～ケー20。 21グ リッド内に位置し、全体層序第

Ⅲ層上面において検出された。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い長方形で、規模は南北534cm。 東西477cmを測る。住居址

の向きはほぼ南北を指し、西へ20° ずれる。床の面積は21.24∬ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 3層に分割され、床面はおおむね平坦で固くしまっていた。

検出面から床までの壁の高さは 3～ 22cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用

し、平滑であるが軟弱であった。周溝は南壁の一部で途切れる他は壁の際の全周にわたり確認さ

れた。

く

Ё
Ｏ
重

や

第44図  Y17号住居址炉実測図

・遺物実測図→205・ 206ペ ージ

・遺物写真→438・ 439ペ ージ
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1極暗褐色上層
ローム粒子・炭化材微小片を微量含む。

75YR2/3
2焦土層
焦上・炭化粒子・炭化材小片を少量含む。

5YR3/1～ 3/4

3怒層遭輩提舞塩蓮撃堅曳為筆写せ歩量抽
10 Y R3/4

9 (1180)24

第45図  Y18号住居址実測図

ピットは主柱穴 4個 (Pl～P4)と補助柱穴 1個 (Ps)、 入口施設に伴うピット (島 )、 貯蔵穴と

考えられるピット (P7)の 計 7個が検出された。この内Rは棟持柱穴と考えられる。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、規模は72cm× 61cm・ 深さ5 cmを測る。

炉の土層は 1層のみが確認された。この第 1層は住居址第 2層と同一の層である。また焦土・炭

化層は炉の底を中心に 3 11ull以 下で確認された。
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焦土層 住居址覆土第 2層と同じ

住居址は全体に焦土と炭化材の小片が認められ、床面

もかなり焼けていた。破棄時に焼却したか、火事にあっ

たと考えられる。

遺物は、壷や甕・郷といった土器、砥石・擦り石・敲

き石・凹み石、ミニチュア土器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられ

る。

・住居址平面図→45・ 46ページ

・遺物実測図→207～ 210ページ

。住居址写真→377ペ ージ

・遺物写真→438～443ペ ージ

第46図  Y18号住居址炉実測図

1暗赤褐色土層焦土層。炭化粒子多量含む。

第47図  Y19号住居址炉実測図

Y19号住居址

Y19号住居址は、調査区の中央やや北寄り、

力・キー26～28グ リッド内に位置し、全体層序

第Ⅲ層上面において検出された。本住居址はY

37号住居址を破壊する。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、

規模は南北545cm・ 東西537cmを測る。住居址の

向きはほぼ真北を指す。床の面積は23.9だ を波1

る。

住居址の検出面から床までの上層は 3層に分

割され、床面はおおむね平坦で固くしまってい

た。貼床 (覆土第 4層)は住居址床面のほぼ全

面に認められた。検出面から床までの壁の高さ

は 9～32.5cmを 測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄

褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱で

あった。周清は南壁の一部で途切れる他は壁の際の全周にわたり確認された。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)と 補助柱穴 7個 (P5～ Pll)、 入口施設に伴うと考えられるピッ

ト (P12)、 貯蔵穴 (P13)の計13個が検出された。
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1暗褐色土層 ローム少量含む。10 YR3/3
2黒禍色土層 ローム微量含む。10 Y R2/2
3黒色上層 焦土・炭化粒子、炭化材小片を少量

含む。10YR 2/1
4褐色土層伊古床)ロ ームを多量含む。

c,        10 YR 4/4

第48図  Y19号住居址実測図

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、一辺に安山岩を設けていた。規模は

91cm× 60cm・ 深さ6.5cmを測る。炉の土層は 1層のみが確認された。確認された層は焦土層であ

る。

住居址は全体に焦土と炭化材の小片が認められ、床面もかなり焼けていた。破棄時に焼却した

か、火事にあったと考えられる。

遺物は、壷や甕・邪といった土器、石鏃・扁平片刃石斧・擦り石、鉄石英原石、土製スプーン、
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Y20号住居址

Y20号住居址は、調査区の中央やや東寄り、

Ⅲ層上面において検出された。

ミニチュア土器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→46・ 47ページ

・住居址写真→377・ 378ペ ージ

・遺物実測図→211～ 219ペ ージ

・遺物写真→443～ 449ペ ージ

力・キー22～23グ リッド内に位置し、全体層序第

|>も

♀ tギ0 2μ

|∞  
｀

1黒褐色土層
2黒色土層

ローム粒子を微量含む。10YR2/3
ローム粒子微量、焦土・炭化粒子多量含む。
焦土プロック(5YR3/41少量含む。
炭化材多量含む。10YR1 7//1

|∞

第49図  Y20号住居址実測図
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3暗褐色上層 ローム少量含む。10YR3/4

9   (1:30)  lμ

第50図  Y20号住居址実測図 (ピ ット完掘)

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、規模

は南北508cm。 東西465cmを測る。住居址の向きはほぼ

南北を指し、西へ 5° ずれる。床の面積は20.88∬ を

波じる。

住居址の検出面から床までの土層は 2層に分割され、

床面はおおむね平坦で固くしまっていた。検出面から

床までの壁の高さは9.5～ 25cmを測る。壁は全体層序

第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟

弱であった。周溝は認められなかった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)と 補助柱穴 2個 (P5

〇
|

? (l i 80) 2μ

隠
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第51図  Y20号住居址炉実測図

°P6)の計 6個が検出された。この内Psは棟持柱穴と考えられる。またP6は棟持柱穴、あるいは

入口施設に伴うピットと考えられる。
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炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、一辺に安山岩を設けていた。規模は

45,5cm× 39cm・ 深さ5 cmを測る。焦土および炭化層は底部を中心に 4 11ull以 下で確認された。

住居址は全体に焦土と炭化材の小片が認められ、床面もかなり焼けていた。破棄時に焼却した

か、火事にあったと考えられる。

遺物は、壷や甕・邪といった土器、太型蛤刃石斧などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→48。 49ページ

・住居址写真→378・ 379ページ

Y21号住居址

・遺物実測図→220・ 223・ 224ペ ージ

。遺物写真→449。 450ペ ージ

0
°

(D肋
D

2黒褐色上層 ローム粒子を微量含む。lCIYR3/2

0

第52図  Y21号住居址実測図 (ピット完掘)
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Y21号住居址は、調査区の中央やや東寄り、キ・クー22・ 23グ リッド内に位置し、全体層序第

Ⅲ層上面において検出された。

黒褐色土層
ローム粒子・炭化材小片を

lCIYR2/2 微量含む。

第53図  Y21号住居址実測図

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、規模は南北488cm・ 東西461cmを測る。住居址の

向きは北西を指し、北より西へ50° ずれる。床の面積は18.92ゴ を測る①

住居址の検出面から床までの土層は 1層のみが確認された。検出面から床までの壁の高さは 7

～18cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

また周溝は認められなかった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～P4)と補助柱穴 3個 (P5～ P7)、 貯蔵穴 (P8)の 計 8個が検出された。

〓
４８Ｃｎ

跡

鈍

Ｐ７
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第54図  Y21号住居址炉実測図

。住居址平面図→50・ 51・ 53ページ

・住居址写真→378。 379ページ

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は不整楕

円形 (瓢算形)で、一辺に安山岩を設けていた。規模は

77cm× 41cm。 深さ6.5cmを 測る。焦土および炭化層は底

部を中心に 2 dull以下で確認された。

遺物は、壷や甕・不といった土器、磨製石鏃などが出

土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられ

る。

。遺物実測図→225。 226ページ

・遺物写真→451ページ

Y22号住居址

Y22号住居址は、調査区の中央、キ・クー24・ 25グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

おいて検出された。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、規模は南北409cm。 東西373cmを測る。住居址の

向きは北西を指し、北より西へ40° ずれる。床の面積は12.73∬ を測る。

住居址の検出面から床までの上層は 1層のみが確認さ

れた。検出面から床までの壁の高さは10.5～ 24cmを測る。

壁は全体層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを利用し、平滑

であるが軟弱であった。また周溝は認められなかった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)と 補助柱穴 2個 (P5°

P6)、 貯蔵穴 (P7)の 計 7個が検出された。この内P5は

棟持柱穴と考えられる。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は不整楕

円形 (瓢箪形)で、一辺に安山岩 3個を設けていた。規

模は101cm× 66cm・ 深さ7 cmを 測る。焦土および炭化層

は底部を中心に 2 11ull以 下で確認された。

遺物は、壷や甕・郭といった土器、横刃型石器・石鏃

。砥石・擦り石などが出上した。

-52-

第55図  Y22号住居址炉実測図



く^

Ｂ
．Ξ
０

第56図  Y22号住居址実測図

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→52・ 53ページ

・住居址写真→380ページ

く
|

B'

1黒褐色上層 ローム粒子・炭化材
微小片を微量含む。

lCIYR3/2

C'

♀ Qi硼  4Ⅱ

・遺物実測図→226～ 229ページ

・遺物写真→451・ 452ペ ージ
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Y23号住居址
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1黒褐色上層 ローム粒子微量含む。10YR3/2
2黒褐色土層 ローム・炭化粒子微豊含む。10YR2/2
3暗褐色土層 ロームを少量含む。lllYR3/4

第57図  Y23号住居址実測図

Y23号住居址は、調査区の中央の南寄り、ソ・ター28・ 29グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ

層上面において検出された。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、規模は南北465cm。 東西403cmを測る。住居址の

向きはほぼ南北を指し、北より西へ19° ずれる。床の面積は16.54∬ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は3層に分割され、床面はおおむね平坦で貼床はなかった。

検出面から床までの壁の高さは7.5～ 15cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利
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680 2Ⅲ  B, 第59図  Y23号住居址炉実測図

0        (1:80)      2n

第58図  Y23号住居址実測図 (ピット完掘)

用し、平滑であるが軟弱であった。また周溝は認められなかった。

ピットは主柱穴 4個 (PI～P4)と補助柱穴 1個 (P5)、 貯蔵穴 (孔)の計 6個が検出された。こ

の内P5は棟持柱穴と考えられる。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、一辺に安山岩を設けていた。規模は

77.5cm× 62.5cm・ 深さ7 cmを測る。焦土および炭化層は底部を中心に 2 11ull以下で確認された。

遺物は、重や甕・邦といった土器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

。遺物実測図→229～ 231ペ ージ

・遺物写真→452・ 453ペ ージ

・住居址平面図→54・ 55ページ

・住居址写真→380ペ ージ
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Y24号住居址
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炭化粒子を微量含む。10YR2/2
ローム・炭化粒子微量含む。10YR2/3

第60図  Y24号住居址実測図

680 1m B'

♀  QI動  ζn

Y24号住居址は、調査区の中央の南寄り、セ～ター30。 31グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ

層上面において検出された。本住居址はY29号住居址を破壊する①

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規模は南】ヒ546cm。 東西435cmを測る。住居址の向

きはほぼ南北を指し、北より東へ 5° ずれる。床の面積は18.84∬ を測る。

住居址の検出面から床までの上層は 2層に分割され、床面はおおむね平坦で貼床はなかった。

検出面から床までの壁の高さは 4～ 17.5cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを利
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第61図  Y24号住居址炉実測図

・住居址平面図→56・ 57ページ

・住居址写真→381ページ

用し、平滑であるが軟弱であった。また周溝は認められな

かった。

ピットは主柱穴 4個 (P:～P4)と 入口施設に伴うと考え

られるピット (R)の計 5個が検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、

一辺に安山岩を設けていた。規模は91cm× 59.5om。 深さ7

cmを測る。焦土および炭化層は底部を中心に 2 11ull以下で確

認された。

遺物は、壷や甕・邪といった土器や、大型蛤刃石斧・

擦り石 。横刃型石器・石鏃などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・遺物実測図→232,233ペ ージ

・遺物写真→453・ 454ペ ージ

Y25号住居址

Y25号住居址は、調査区の中央の南側、ツ～ トー30・ 31グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層

上面において検出された。

讐

◎

:

第62図  Y25号住居址遺物出上状況実測図
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1撹乱土層
2黒褐色上層 ローム・炭化粒子を微量含む。10YR2/3
3黒褐色上層 炭化材小片・炭化粒子・焦土粒子多量含む。lllYR2/2
4暗褐色土層 ローム少量含む。lCIYR3/3頓 占床)

0         (1:80)       2コ

第63図  Y25号住居址実測図

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規模は南北630cm。 東西563cmを測る。住居址の向

きはほぼ北東―南西方向を指し、北より東へ44° ずれる。床の面積は31.12∬ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は3層に分割され、床面はおおむね平坦であった。なお第 1

層は耕作による撹乱層である。貼床 (住居覆土第 4層)は床面のほぼ全面にわたり確認された。
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第64図  Y25号住居址炭化材出土状況実測図

検出面から床までの壁の高さは11.5～ 25cmを測る。

壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、

平滑であるが軟弱であった。また周溝は認められ

なかった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 5個

(P5～島)、 入回施設に伴うと考えられるピット

3+回 (Pll～ P13)、 貯蔵穴 1イ固 (P10)の計13個が検

出された。この内Rは棟持柱穴と考えられる。ま

たP13は貯蔵穴の可能性も考えられる。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は

楕円形で、一辺に安山岩を設けていた。規模は

-59-

第65図  Y25号住居址炉実測図



104.5cm× 48.5cm・ 深さ11.5cmを 測る。また炉の北側には径30cm・ 深さ9 cmの円形の掘り込みが

認められた。焦土および炭化層は底部を中心に 2 11ull以 下で確認された。

本住居址は、床面がかなり焼け、床面上全体に焦土と炭化材小片が確認され、焼け残った炭化

材が多量に検出された。破棄時に焼却したか、火事にあったと考えられるが、前者の可能性が高

ヽヽ。

またD10号土坑は、土坑を掘り込んだ際の土砂が住居址の床面直上に堆積している点、掘り込

んだ土砂の上面が焼けている点、さらには掘り込んだ土砂の上で炭化材や焦土が検出されている

点などから、住居を焼却する直前にほりこまれたことが確認された。本土坑は、上記の点や覆土

・形態 。住居址内という特殊性などから、Y14号住居址のDl号土坑と同様に住居址内墓坑と考

えられる。

遺物は、壷や甕・不・蓋といった土器や、扁平片刃石斧・台状砥石などが出上した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→57・ 58・ 59ページ  ・遺物実測図→233～ 241ペ ージ

・住居址写真→381,382ペ ージ ・遺物写真→453～ 461ペ ージ

Y26号住居址

＼因
へく

日
φ
ご

〕

Y26号住居址は、調査区中央の南側、テ・ トー28・

29グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面において

検出された。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規模は

南北633cm。 東西494cmを測る。住居址の向きはほぼ北

方向を指し、北より東へ14.5° ずれる。床の面積は

27.05ド を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 2層に分割され、

床面はおおむね平坦であった。なお貼床は検出されな

かった。

検出面から床までの壁の高さは12～20cmを測る。壁

は全体層序第Ⅲ層の黄褥色砂質ロームを利用し、平滑

であるが軟弱であった。また周溝は認められなかった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 2個 (R
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黒色土層 炭化・焦土粒子多量に含む
10YRl,7/1

褐色土層 ローム粒子多量、炭化粒子
微量含む。lllYR4/4

0     (1:31)

第66図  Y26号住居址炉実測図



1黒褐色上層 ローム粒子を微量含む。10YR2/3
2黒褐色土層 焦土粒子・炭化粒子・炭化材小片少量含む。llJYR2/2 ♀  (1180)2m

第67図  Y26号住居址実測図

・P6)、 入口施設に伴うと考えられるピット2個 (P7・ P8)の計 8個が検出された。この内P6は棟

持柱穴と考えられる。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、一辺に安山岩を設けていた。規模は

80cm× 60.5cm・ 深さ12cmを測る。また炉の上層は 2層が確認され、第 2層の褐色土層は炉の構築

上である。

本住居址は、床面がかなり焼け、床面上全体に焦土と炭化材小片が確認され、焼け残った炭化

材が多量に検出された。破棄時に焼却したか、火事にあったと考えられる。

遺物は、壷や甕・邪といった土器や、石鏃などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。
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第68図  Y26号住居址炭化材出上状況実測図

・住居址平面図→60,61・ 62ページ

・住居址写真→382・ 383ペ ージ

・遺物実測図→241～ 243ページ

・遺物写真→460～ 462ペ ージ

Y27号住居址

Y27号住居址は、調査区中央の南側、 卜～ニー28。 29グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上

面において検出された。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、規模は南北485cm。 東西437cmを測る。住居址の
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第70図  Y27号住居址炉実測図

の計 7個が検出された。

680 3m A'

1

2 ♀        (1,80)      4nt

第69図  Y27号住居址実測図

向きは北西―南東方向を指し、】しより西へ48° ずれ

る。床の面積は16.66ポ を測る。

住居址の検出面から床までの上層は 2層に分割され、

床面はおおむね平坦であった。なお貼床は検出されな

かった。検出面から床までの壁の高さは18～ 26cmを測

る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、

平滑であるが軟弱であった。また周溝は壁の際に全周

にわたり認められた。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入回施設に伴うと

考えられるピット2個 (P5° P6)、 貯蔵穴 1個 (P7)

♀  91ゆ   中
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3暗褐色土層 ロームを少量含む。

第71図  Y27号住居址実測図 (ピット完掘)

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、規模は83.5cm× 65.5cm・ 深さ8 cmを

淑Jる 。

本住居址は、床面がかなり焼け、床面上全体に焦土と炭化材小片が確認された。住居址の廃棄

時に焼却したか、火事にあったと考えられる。

遺物は、壷や甕・邪といった土器や、石鏃などが出上した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→63,64ページ   ・遺物実測図→244・ 245ページ
・住居址写真→383・ 384ペ ージ   ・遺物写真→460～462ペ ージ

Y28号住居址

Y28号住居址は、調査区中央の北側、キ・クー27グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

おいて検出された。

⑭ l

lllYR3/4

Φ
I

♀  
“
in 24
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1黒褐色土層 炭化粒子・ローム粒子を
微量含むe lllYR3/2

2暗褐色土層 炭化粒子・焦上粒子を
多量含む。10YR3/3

3暗褐色土層 ローム粒子を少量含む。
lllYR3/3

0        (1:80)      2Ⅱ

‐
   第72図  Y28号住居址実測図

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、規模は南北414cm。 東西338cmを測る。住居址の

向きは南北方向を指し、北より西へ11.5° ずれる。床の面積は10.59ド を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 2層に分割され、床面はおおむね平坦であった。なお貼床

は検出されなかった。検出面から床までの壁の高さは12.5～ 24cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の

黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。また周溝は壁の際に全周にわたり認め

られた。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 1個 (R)、 入回施設に伴うと考えられるピット2個

姦
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第73図  Y28号住居址炉実測図

・住居址平面図→65・ 66ページ

・住居址写真→384・ 385ペ ージ

(島・P7)、 貯蔵穴 1個 (P8)の 計 8個が

検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形

で、規模は80.5cm× 61cm。 深さ5 cmを測る。

本住居址は、床面がかなり焼け、床面上全体に焦土と

炭化材小片が確認された。住居址の廃棄時に焼却したか、

火事にあったと考えられる。

遺物は、壺や甕・杯といった土器や、砥石・石鏃など

が出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられ

る。

・遺物実測図→246・ 247ページ

・遺物写真→463・ 464ペ ージ
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3暗 褐色上層 ローム粒子少量含む、 1ドR3/4 ? 住i硼  4m

第74図  Y29号住居址実測図 (ピ ット完掘)
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Y29号住居址

1黒褐色土層 ロームを微量含む。10YR2/3
2黒褐色上層 ローム粒子・炭化粒子を含む。10YR2/2

ｍ^

目

３
０

♀  。1醐  4m

180m A'

第75図  Y29号住居址実測図

Y29号住居址は、調査区中央の南側、ソ・ター29。 30

グリッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面において検出

された。本住居址は、北西の隅をY24号住居址により破

壊される。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、規模は

南北516cm・ 東西422cmを測る。住居址の向きは北西―南

東方向を指し、北より西へ33° ずれる。現存する床の面

積は17.55ド を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 2層に分割され、

床面はおおむね平坦であった。なお貼床は検出されな

かった。検出面から床までの壁の高さは 7～ 17.5cmを測

-67-

『②
Ｐ２　
　
　
　
　
　
『③
Ｐ３

第76図  Y29号住居址炉実測図
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る。壁は全体層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴あるいは入口施設に伴 うと考えられるピッ ト1個

(P5)の 計 5個が検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、一辺に安山岩 2個を設けていた。ま

た西側の安山岩は、地山の石でかなり大きく掘り出すことができなかった。規模は97.5cm× 69cm

。深さ15cmを測る。焦土および炭化層は底部を中心に 2 11ull以 下で確認された。

遺物は、壷や甕・邪といった土器や、擦り石・石鍬などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→66・ 67ページ   ・遺物実測図→248,249ペ ージ

・住居址写真→385ペ ージ ・遺物写真→464。 465ペ ージ

Y30号住居址

Y30号住居址は、調査区中央の北側、ウ・エー22・ 23

グリッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面において検出

された。本住居址はY38号住居址を破壊する。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、規模は

南北488cm。 東西420cmを測る。住居址の向きは南北方向

を指し、北より西へ27° ずれる。床の面積は17.2正 を測

る。

第77図 Y30号住居址炉実測図    住居址の検出面から床までの土層は 1層のみが確認さ

れ、床面はおおむね平坦であった。なお貼床は検出され

なかった。検出面から床までの壁の高さは5.5～ 16cmを測る。壁は全体層序第皿層の黄褐色砂質

ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 1個 (R)、 貯蔵穴あるいは入口施設に伴うと考えら

れるピット1個 (P6)の 計 6個が検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、規模は44cm× 37.5cm・ 深さ8 cmを測

る。焦土およぴ炭化層は底部を中心に 21111n以下で確認された。

遺物は、壷や甕・不といった土器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→68,69ペ ージ   ・遺物実測図→250。 251ペ ージ
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第78図  Y30号住居址実測図

・遺物写真→465'466ページ

Y31号住居址

Y31号住居址は、調査区中央の北側、工・オー28グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

おいて検出された。本住居址は、西側約半分をY10号住居址によって破壊される。

平面の形態は東西に長い楕円形と考えられ、規模は南北363cm。 東西は現存で245cmを測る。住

居址の向きは東西方向を指し、東より北へ8.5° ずれる。現存する床の面積は6.85ば を測る。
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1暗褐色土層 ローム粒子少量含む。ltlYR3/3
2焦上・炭化層 焦土粒子・炭化粒子・炭化材小片多量含む。

5YR1 7/1～ 2/4(黒色・黒禍色・極暗赤褐tl
3褐色土層 ロームを多量、焦上・炭化粒子微量含む。ltlYR4/4
4黒色土層 炭化材小片微量含む。10YRl,7/1
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第79図  Y31号住居址実測図

住居址の検出面から床までの土層は 4層に分割され、床面

はおおむね平坦であった。なお貼床は検出されなかった。検

出面から床までの壁の高さは21.5～ 30.5cmを 測る。壁は全体

層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱

であった。周溝は東側中央部分を除き、壁の際に認められた。

ピットは主柱穴 2個 (Pl・ 島)、 入回施設に伴うと考えら

れるピット1個 (P3)、 貯蔵穴 1個 (P4)の 計 4個が検出さ

れた。

炉は住居址の中央やや北寄りで検出された。平面の形態は

楕円形で、規模は44.5cm× 34.5cm・ 深さ8 cmを測る。焦土お

第80図  Y31号住居址炉実測図

よび炭化層は底部を中心に 2111111以 下で確認された。

本住居址は、床面がかなり焼け、床面上全体に焦土と炭化材小片が確認され、焼け残った炭化
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第81図  Y31号住居址炭化材出土状況実測図

材が多量に検出された。廃棄時に焼却したか、火事にあったと考えられるが、Ⅵ O号住居址との

時間差はあまりなく、焼却後に埋め戻された可能性が高い。

遺物は、壷や甕といった土器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→70。 71ページ   ・遺物実淑1図→252・ 253ペ ージ

・住居址写真→385。 386ペ ージ   ・遺物写真→466ページ

Y32号住居址

Y32号住居址は、調査区の北側やや西寄り、力・キー20・ 21グ リッド内に位置し、全体層序第

Ⅲ層上面において検出された。

平面の形態は南北にやや長い方形で、規模は南北415cm・ 東西396cmを測る。住居址の向きは南

北方向を指し、北より西へ21° ずれる。床の面積は12.51ド を測る。

住居址の検出面から床までの土層は2層に分割され、床面はおおむね平坦であった。なお貼床
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第83図  Y32号住居址炉実測図

遺物は、壷や甕・郭といった土器や、

黒褐色土層 炭化粒子・ローム粒子
を微量含む。lllYR2/3

黒色上層  炭化粒子を微量含む。
10YR2/1

9  Qi勒  4・

第82図  Y32号住居址実測図

は検出されなかった。検出面から床までの壁の高さは 7

～16.5cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロー

ムを利用し、平滑であるが軟弱であった。周溝は全周に

わたり壁の際に認められた。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 1イ固 (P5)、

入口施設に伴うと考えられるピット1個 (P6)、 貯蔵穴

1個 (P7)の 計 7個が検出された。

炉は住居址の中央やや北寄りで検出された。平面の形

態は楕円形で、規模は52.5cm× 44cm・ 深さ4.5cmを 測る。

焦土および決化層は底部を中心に 2 11ull以 下で確認された。

穂摘具 。砥石などが出土した。
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以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→72ページ

・住居址写真→388ペ ージ

・遺物実測図→253～ 256ページ

・遺物写真→466・ 467ペ ージ

Y33号住居址

1暗褐色土層 ロームを少量含む。lllYR3/3
2黒色上層  焦上粒子・炭化粒子を少量含む。lllYRl,7/1
3褐色上層  ローム粒子少量含む。10YR4/4
4暗褐色土層 ローム粒子少量、炭化粒子微量含む。10YR3/3
5黒褐色上層 ローム粒子・炭化粒子微量含む。10YR3/2

第84図  Y33号住居址実測図
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G

Y33号住居址は、調査区の中央の北側、イ・

ウー26・ 27グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ

層上面において検出された。本住居址は、南東

部の壁の上部をYll号住居址により破壊される。

平面の形態は南北にやや長い方形で、規模は

南北436cm。 東西410cmを測る。住居址の向きは

南北方向を指し、北より西へ14.5° ずれる。床

の面積は13.54ド を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 5層に分

割され、第 2層は焦土・炭化層である。床面は

おおむね平坦で、貼床は検出されなかった。検

出面から床までの壁の高さは、Yll号住居址に

破壊された部分を除き31～40omを測る。壁は全

体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平

滑であるが軟弱であった。周溝は全周にわたり壁の際に認められた。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴あるいは入口施設に伴 うと考えられるピッ ト1個

(P5)の 計 5個が検出された。

炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は楕円形で、一辺に安山岩 3個を「瑚 字型に配

し、さらにその外側にもうひとつの安山岩を設置していた。規模は109cm× 58.5cm・ 深さ10.5cm

を測る。焦土および炭化層は底部を中心に 3 mm以下で確認された。

遺物は、壷や甕・郭といった土器や、石鍬・横刃型石器・石鏃などが出土した。また黒曜石の

剥片と石核が、炉の中と床面の北東隅よりまとまって出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

いく

ξ

Ｏ
と

第85図  Y33号住居址炉実測図

住居址平面図→73・ 74ページ

住居址写真→386ペ ージ

Y34号住居址

Ⅵ 4号住居址は、調査区の西側、キ・

おいて検出された。

平面の形態は南北にやや長い方形で、

遺物実測図→257。 258ペ ージ

遺物写真→467・ 468ペ ージ

クー 9,10グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

規模は南北387cm・ 東西354cmを測る。住居址の向きは南
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1黒褐色土層 ローム粒子・炭化粒子を微量含む。10YR2/2

第86図  Y34号住居址実測図

北方向を指し、北より西へ 8° ずれる。床の面積は12

∬を測る。

住居址の検出面から床までの上層は 1層のみが確認

された。床面はおおむね平坦で、貼床は検出されなか

った。検出面から床までの壁の高さは 2～ 8 omを測る。

壁は全体層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを利用し、平

滑であるが軟弱であった。また周溝は認められなかっ

た。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴あるいは

入口施設に伴うと考えられるピット1個 (P5)の 計 5

個が検出された。
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第87図  Y34号住居址炉実測図



炉は住居址のほぼ中央で検出された。平面の形態は楕円形で、一辺に安山岩を設けていた。

模は62cm× 54cm・ 深さ8 cmを測る。焦土および炭化層は底部を中心に 2 11ull以 下で確認された。

遺物は、壷や甕・イといった土器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→75ページ 。遺物実測図→259ペ ージ

・住居址写真→386。 387ペ ージ   ・遺物写真→468ペ ージ

Y35号住居址

680 3m B'

?  住1硼  4Ш

1黒褐色上層  ローム粒子を微量含む。16■2/2
2暗赤褐色土層 焦土粒子・炭化粒子を多量含む。5YR3/3

第88図  Y35号住居址実測図

Y35号住居址は、調査区の西側、ク・ケー13・ 14グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

おいて検出された。本住居址は、北東部 4分の 1を H9号住居址に、北西部を土採りによる撹乱
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第89図  Y35号住居址炉実測図

により破壊される。

平面の形態は南北にやや長い方形と考え

られ、規模は現存で南北359cm。 東西392cm

を測る。住居址の向きは南北方向を指し、

北より西へ13° ずれる。現存する床の面積

は7.79∬ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 2層

に分割された。床面はおおむね平坦で、貼

床は検出されなかった。検出面から床まで

の壁の高さは破壊された部分を除きH.5～

22.5cmを 測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐

色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱

であった。また周溝は認められなかった。

ピットは主柱穴 3個 (Pl～P3)が検出さ

れた。

炉は住居址のほぼ中央で検出された。平面の形態は楕円形と考えられ、現存する規模は131cm

×75cm。 深さ12.5cmを測る。焦土および炭化層は底部を中心に 2 11ull以 下で確認された。

本住居址は、床面がかなり焼け、床面上全体に焦土と炭化材小片が認められた。住居址を廃棄

時に焼却したか、火事にあったと考えられる。

遺物は、壷や甕・郭といった土器、石鏃・敲き石などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→76,77ページ   ・遺物実測図→260。 261ペ ージ

住居址写真→387ペ ージ 。遺物写真→468・ 469ページ

Y36号住居址

璃 6号住居址は、調査区中央の北側、イ・ウー24。 25グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上

面において検出された。本住居址は、西の壁部分をYll号住居址により破壊される。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い方形で、規模は南北403cm。 東西は現存で391cmを測る。

住居址の向きは南北方向を指し、北より西へ21° ずれる。現存する床の面積は12.64ば を測る。
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1暗褐色土層 炭化粒子・ローム粒子・焦土粒子を微量含む。lllYR3/3
2黒禍色土層 炭化粒子・ローム粒子を微量含む。10YR2/3

第90図  Y36号住居址実測図

住居址の検出面から床までの土層は 2層に分割された。

床面はおおむね平坦で、貼床は検出されなかった。検出面

から床までの壁の高さは破壊された部分を除き7～ 17.5cm

を測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、

平滑であるが軟弱であった。また周溝は認められなかった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 1個 (R)の

計 5個が検出された。

炉は住居址のほぼ中央で検出された。平面の形態は楕円

-78-

第91図  Y36号住居址炉実測図
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B
Y ll号住居址

31音褐色土層 ローム粒子を少量含む。lllYR3/3
? (1180)2m

第92図  Y36号住居址実測図 (ピ ット完掘)

形で、規模は50cm× 43.5cm。 深さ4.5cmを測る。焦土および炭化層は底部を中心に 2 11ull以 下で確

認された。

遺物は、壷や甕・不といった土器、石鏃・砥石などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→78・ 79ページ   ・遺物実測図→262'263ペ ージ

・遺物写真→469ページ・住居址写真→387ペ ージ
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Y37号住居址

0      (1:80)     2n

ロームを少量含む。lllYR3/3

ローム粒子・炭化粒子を微量含む。lllYR2/3

炭化粒子・ローム粒子を微量含む。lllYR2/2

第93図  Y37号住居址実測図

Y37号住居址は、調査区の中央やや北寄り、力 。キー26。 27グ リッド内に位置し、全体層序第

Ⅲ層上面において検出された。本住居址は、北西部分をY19号住居址により破壊される。

平面の形態は隅の九い方形で、規模は南北367cm・ 東西は366cmを測る。住居址の向きは南北方

向を指し、北より西へ29.5° ずれる。現存する床の面積は9,46ゴ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 3層に分割された。床面はおおむね平坦で、貼床は検出さ

れなかった。検出面から床までの壁の高さは破壊された部分を除き11～ 33cmを測る。壁は全体層

序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。また周溝は認められなかっ

た。
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第94図  Y37号住居址炉実測図

・住居址平面図→80,81ペ ージ

・住居址写真→388ペ ージ

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴あるいは入口

施設に伴うと考えられるピット1個 (P5)の 計 5個が検

出された。

炉は住居址のほぼ中央で検出された。平面の形態は楕

円形で、規模は53cm× 40cm・ 深さ10.5cmを測る。焦土お

よび炭化層は底部を中心に 2111111以 下で確認された。

遺物は、壷や甕・不といった土器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられ

る。

・遺物実淑I図→264ページ

・遺物写真→468・ 469ペ ージ

Y38号住居址

Y38号住居址は、調査区の北側やや西寄り、ウ・エー21・ 22グ リッド内に位置し、全体層序第

Ⅲ層上面において検出された。本住居址は、北と西側の壁の上部をY30号住居址により、南側の

壁部分をH10号住居址により破壊される。

平面の形態は隅の丸い方形で、規模はいずれも現存で南北421cm。 東西は41lcmを測る。住居址

の向きは北西一南東方向を指し、北より西へ46.5° ずれる。現存する床の面積は15。 18ド を測る。

QQ―」'

住居址の検出面から床までの土層は 1層のみが確認さ

れた。床面はおおむね平坦で、貼床は検出されなかった。

検出面から床までの壁の高さは破壊された部分を除き19

～36cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ローム

を利用し、平滑であるが軟弱であった。また周溝は認め

られなかった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)力 d検出された。

IP    炉は住居址のほぼ中央で検出された。平面の形態は楕

円形で、規模は40cm× 38cm・ 深さ9～ O cmを測る。焦土

および炭化層は底部を中心に 2 11ull以下で確認された。

A        S80 1m A'

第95図  Y38号住居址炉実測図
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第96図  Y38号住居址実測図

なお炉の西側周辺の床面が低くなっており、炉は西側に口をあけたようになっていた。

遺物は、壷や甕・邪といった土器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→81・ 82ページ   ・遺物実測図→264・ 265ペ ージ

・住居址写真→389ページ ・遺物写真→468・ 469ペ ージ

Y39号住居址

Y39号住居址は、調査区の北西、ウ・エー34,35グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

おいて検出された。本住居址は、北側の一部をH2号住居址により破壊される。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い長方形と考えられ、規模は南北が現存で415cm・ 東西は

355cmを測る。住居址の向きはほぼ南北方向を指し、北より西へ 8° ずれる。現存する床の面積
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暗褐色土層  ローム粒子を少量含む。10YR3/3
黒褐色土層 ローム粒子・炭化粒子を微量含む。10VR2/3

0       (1:80)      2Dl

第97図  Y39号住居址実測図

は10.84∬ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 2層に分割され、床

面はおおむね平坦で、貼床は検出されなかった。検出面か

ら床までの壁の高さは破壊された部分を除き15～ 27cmを測

る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平

滑であるが軟弱であった。また周溝は認められなかった。

ピットは主柱穴 3個 (Pl～島)、 貯蔵穴あるいは入口施

設に伴うと考えられるピット1個 (P4)の 計 4個が検出さ

れた。

炉は住居址の中央やや北寄りで検出された。平面の形態

く |

は不整楕円形で、規模は62.5cm× 40。 5cm・ 深さ7.5cmを測る。焦土および炭化層は底部を中心に

3 11un以下で確認された。

なお炉の西側周辺の床面が低くなっており、炉は西側に口をあけたようになっていた。

遺物は、壷や奏・郭といった土器、擦り石などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。
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第98図  Y39号住居址炉実測図
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。住居址平面図→83ページ

・住居址写真→389。 390ペ ージ

Y40号住居址

・遺物実測図→265。 266ページ
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1

2

黒褐色土層 炭化粒子・ローム粒子を微量含む。10YR2/3
暗褐色上層 ローム粒子を少量含む。lllYR3/3

第99図  Y40号住居址実測図

Y40号住居址は、調査区の北西、イ～エー35・ 36グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

おいて検出された。本住居址は、南東部の 4分の 1をH2号住居址により破壊される。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い長方形と考えられ、規模は南北が475cm。 東西は401cmを

測る。住居址の向きはほぼ南北方向を指し、北より西へ25° ずれる。現存する床の面積は11.05

ドを測る。

住居址の検出面から床までの上層は 1層のみが確認された。床はおおむね平坦で、貼床は検出
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H2号住居址

1邑

2暗褐色土層 ローム粒子を少量含む。

第100図  Y40号住居址実測図 (ピット完掘)

β
A'

(1130)      とp
第102図  Y40号住居址炉実測図

2暗褐色上層ローム粒子少量含む。
10VR3/3

第101図  Y40号住居址P2実測図

されなかった。検出面から床までの壁の高さは破壊された部分を除き7～ 14cmを測る。壁は全体

層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。また周溝は認められな

Ｏ
Ю

◎

Ｐ２
　

　

　

①
Ｐ３

o      (1:80)     2Ш

H2号住居址
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かった。

ピットは主柱穴 3個 (Pl～ P3)、 補助柱穴 1個 (P4)、 貯蔵穴あるいは入口施設に伴うと考えら

れるピット1個 (P5)の 計 5個が検出された。この内P2は図示したように柱を石により固定した

と考えられる。またP4は棟持柱穴と考えられるが、P2と 同様に石で柱を固定したようである。

炉は住居址の中央やや北寄りで破壊をまぬがれた約半分のみが検出された。平面の形態は楕円

形と考えられ、規模は現存で71cm× 56cm・ 深さ7.5cmを測る。焦土および炭化層は底部を中心に

2 11ull以下で確認された。

遺物は、壷や甕・不といった土器、石鏃などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→84・ 85ページ   ・遺物実測図→267ページ

住居址写真→390ペ ージ 。遺物写真→470ペ ージ

Y41号住居址

Y41号住居址は、調査区の北西、ウ。エー34・ 35グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

おいて検出された。本住居址は、北西部をH2号住居址に、南東部をⅥ 9号住居址により破壊さ

れる。また床面のほぼ全面が璃 9号住居址の床面と同一のレベルで、炉の周囲など部分的に破壊

を受けている。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い長方形と考えられ、規模は現存推定で南北が502cm。 東

西は321cmを波Iる 。住居址の向きはほぼ南北方向を指し、北より東へ16° ずれる。現存する床の

面積は8,79正 を測る。

床はおおむね平坦で、貼床は検出されなかった。検出面から床までの壁の高さは破壊された部

分を除き15～ 23cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱

であった。また周溝は認められなかった。

ピットは主柱穴 2個 (Pl・ P2)、 補助柱穴 1個 (P3)の 計 3個が検出された。

炉は住居址の中央で破壊をまぬがれた火床のみが検出された。平面の形態は楕円形と考えられ、

規模は現存推定で41cm× 33omを測る。焦土および炭化層は底部を中心に 2 11ull以 下で確認された。

遺物は、壷や甕・イといった上器などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。
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第103図  Y41号住居址実測図

・住居址平面図→87ページ

・住居址写真→389ペ ージ

Y42号住居址

Y42号住居址は、調査区の西側の中央、チ・ツー36・ 37グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層

上面において検出された。本住居址は、北西隅の一部をH7号住居址に、南半分を撹乱により破

壊される。

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い長方形と考えられ、規模は南北が現存推定で420cm(現

存244cm)・ 東西は332cmを測る。住居址の向きはほぼ南北方向を指し、北より西へ3.5° ずれる。

現存する床の面積は6.59ド を測る。
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ローム粒子・炭化粒子を微量含む。10YR2/2

第104図  Y42号住居址実測図

1黒褐色土層

|ロ

〇
、

 ヽ
撹乱

ヽ
ヽ
ヽ
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第105図  Y42号住居址実測図 (ピ ット完掘)
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住居址の検出面から床までの土層は 1層のみが確認された。床はおおむね平坦で、貼床は検出

されなかった。検出面から床までの壁の高さは破壊された部分を除き2～ 14cmを測る。壁は全体

層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。また周溝は認められな

かった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)力d検出された。

炉は住居址の中央で破壊をまぬがれた火床のみが検出された。平面の形態は楕円形と考えられ、

規模は現存推定で45cm× 42cmを測る。焦土および炭化層は底部を中心に 2 11ull以 下で確認された。

遺物は、壺や甕・邦といった土器などが出上した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→88ページ ・遺物実測図→267ペ ージ

。住居址写真→390。 391ページ   ・遺物写真→470ペ ージ

Y43号住居址

1

2

暗褐色土層 ローム粒子を少量含む。10YR3/3
黒褐色上層 ローム粒子・炭化粒子を微量含む。10YR2/3

第106図  Y43号住居址実測図
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Y43号住居址は、調査区の北西部、イ～エー37・ 38グ リッド内に位置し、

において検出された。本住居址は、南西部から西壁の一部をH12号住居址

破壊される。

全体層序第皿層上面

H13号住居址により

Ｏ^

Ξ

Ｏと

3暗禍色土層 ローム粒子を少量含む。lllYR3/4  ?   (1180)   2n

第107図  Y43号住居址実測図 (ピ ット完掘)

平面の形態は南北にやや長い隅の丸い長方形と考えられ、規模は南北が435cm。 東西は361cmを

測る。住居址の向きはほぼ南北方向を指し、北より西へ30° ずれる。現存する床の面積は12,74

∬を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 2層に分割され、

床はおおむね平坦で、貼床は検出されなかった。検出面

から床までの壁の高さは破壊された部分を除き12～ 25cm

を測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用

し、平滑であるが軟弱であった。また周溝は認められな

かった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 2個 (孔・

P6)、 入口施設に伴うと考えられるピット (P7)の 計 7

個が検出された。この内P5は棟持柱穴と考えられる。
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第108図  Y43号住居址炉実測図



炉は住居址の中央で検出された。平面の形態は円形で、規模は42.5cm× 41cmを測る。焦土およ

び炭化層は底部を中心に 2111111以 下で確認された。

遺物は、壷や甕・邦といった土器、土製スプーン・ミニチュア土器・擦り石などが出土した。

以上より本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

・住居址平面図→89・ 90ページ   ・遺物実測図→268,269ペ ージ

・住居址写真→390。 391ページ   ・遺物写真→471ページ

Y9号住居址

Y9号住居址は、調査区の西側の中央、シ～セー36。 37グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層

上面において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

遺物は、甕・壺などの土器が遺構確認 トレンチ内を中心に出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

Sl号住居址                      
′

Sl号住居址は、調査区の北西部、Z・ ア・イー37～39グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層

上面において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

本住居址は、焼失あるいは焼却住居址と考えられ、確認面および遺構確認 トレンチ内より、多

量の炭化材が確認された。

遺物は、甕・壷などの多量の土器が確認 トレンチ内を中心に出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S2号住居址

S2号住居址は、調査区の中央部の北端、X・ Y-27・ 28グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層

上面において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

本住居址は、焼失あるいは焼却住居址と考えられ、確認面で炭化材が確認された。
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遺物は、甕・壷などの上器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S3号住居址

S3号住居址は、調査区の南西部の、テ・ トー33・ 34グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上

面において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

遺物は、甕・壷などの土器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S4号住居址

S4号住居址は、調査区の西側の中央寄り、夕・チー33・ 34グ リッド内に位置し、全体層序第

Ⅲ層上面において検出された。本住居址は調査区鍼外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

遺物は、甕・壷などの上器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S6号住居址

S6号住居址は、調査区の西側の中央寄り、シ・スー32・ 33グ リッド内に位置し、全体層序第

Ⅲ層上面において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

遺物は、甕・壷などの土器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S7号住居址   ‐

S7号住居址は、調査区の西側の中央寄り、シ・スー32・ 33グ リッド内に位置し、全体層序第

Ⅲ層上面において検出された。本住居址は調査区嫉外にあるため、プランの確認調査のみ行った。
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遺物は、甕 。壷などの土器が出上した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S9号住居址

S9号住居址は、調査区の東側の中央寄り、サ 。シー10。 11グ リッド内に位置し、全体層序第

Ⅲ層上面において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

遺物は、甕・壷などの土器が出上した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S10号住居址

S10号住居址は、調査区の中央部、シ・スー24・ 25グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

本住居址は、焼失あるいは焼却住居址と考えられ、確認面で炭化材が確認された。

遺物は、甕・壷などの上器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S ll号住居址

SH号住居址は、調査区の中央部、シ・スー22～24グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

本住居址は、焼失あるいは焼却住居址と考えられ、確認面で炭化材が確認された。

遺物は、甕・壷などの土器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S13号住居址
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S13号住居址は、調査区の中央部、ス・セー26・ 27グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

本住居址は、焼失あるいは焼却住居址と考えられ、確認面で炭化材が確認された。

遺物は、甕・壷などの土器が出上した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S15号住居址

S15号住居址は、調査区の中央部、ソー19～21グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面にお

いて検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

遺物は、甕 。壷などの上器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S17号住居址

S17号住居址は、調査区の中央部、ソ・ター17・ 18グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

本住居址は、焼失あるいは焼却住居址と考えられ、確認面で炭化材が確認された。

遺物は、甕・重などの上器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S18号住居址

S18号住居址は、調査区の中央部、ソ・ター17・ 18グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出され、東側をS17号住居址により破壊されている。本住居址は調査区域外にあるた

め、プランの確認調査のみ行った。

遺物は、甕 。壷などの上器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。
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S19号住居址

S19号住居址は、調査区の中央部やや西寄り、セ・ソー15'16グ リッド内に位置し、全体層序

第Ⅲ層上面において検出され、上部を撹乱により破壊されている。本住居址は調査区域外にある

ため、プランの確認調査のみ行った。

本住居址は、焼失あるいは焼却住居址と考えられ、確認面で波化材が確認された。

遺物は、甕 。壷などの上器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S20号住居址

S20号住居址は、調査区の中央部、夕・チー26・ 27グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

本住居址は、焼失あるいは焼却住居址と考えられ、確認面で炭化材が確認された。

遺物は、甕 。壷などの土器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S22号住居址

S22号住居址は、調査区の中央部やや西寄り、チ・ツー19～ 21グ リッド内に位置し、全体層序

第Ⅲ層上面において検出され、撹乱により南東部を破壊されている。本住居址は調査区域外にあ

るため、プランの確認調査のみ行った。

遺物は、甕・壷などの上器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S23号住居址

S23号住居址は、調査区の中央部の南側、テ 。トー21・ 22グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ

層上面において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。
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遺物は、甕・壷などの上器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S24号住居址

S24号住居址は、調査区の北西部、工 。オー39・ 40グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出され、撹乱により西側上部を破壊されている。本住居址は調査区域外にあるため、

プランの確認調査のみ行った。

遺物は、甕・重などの土器が出上した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。

S26号住居址

S26号住居址は、調査区の中央部、キ・クー25。 26グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。本住居址は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

遺物は、密・壷などの上器が出土した。

本住居址は、弥生時代の中期後半と考えられる。
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古墳時代の後期の竪穴住居址

H8号住居址

土層説明

1黒褐色土層 ローム粒子を微量含む。10YR2/2

上層の断面図(切断図)

o    (1:80)   2コ

18尺スケール

第109図  H8号住居址実測図

H8号住居址は、調査区の中央部やや北寄り、ク・ケー29。 30グ リッド内に位置し、全体層序

第Ⅲ層上面において検出された。

平面の形態は東西にやや長い隅の丸い長方形で、規模は南北が41lcm。 東西は531cmを測る。な

お規模はカマドの煙道突出部を含めない数値である。住居址の向きは北東―南西方向を指し、北

より東へ39.5° ずれる。床の面積は18.92∬ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 1層のみが確認された。床はおおむね平坦で、貼床は検出

されなかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床までの高さは6.5～ 19.5cmを測る。壁

は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。
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ピットは主柱穴 1個 (Pl)、 貯蔵穴 1個 (P2)の 計 2個が検出された。

く|

上層説明
1黒褐色土層 焦土・粘上粒子微量含む。

7511R2/2
2暗赤褐色」冒焦上粒子少量含む。5YR3/4
3黒褐色土層 焦土粒子微量含む。昴n2/1
4灰褐色土層 粘土粒子少量含む。5YR4/2
5灰褐色土層 粘土主体層。FDYR5/2
6黒褐色土層 粘土,焦土粒子少量含む。

7 5YR3/2
7黒褐色上層 カマド構築土。粘土粒子少量含む。

7 5YR2//2

♀              (l i30)             Im
縮尺スケール

第■0図 H8号住居址カマド実測図

カマドは住居址の北壁の中央で検出された。残存状況は悪く、左右の両袖が残るのみだった。

規模は煙道出日から焚口までの全長が142cmで、袖部の幅が119cmを浪Iる 。また残存する右袖は長

さ55cmで幅33cm、 左袖は長さ43cmで幅49,5cmを 測る。土層は全部で 7層に分割され、この内第 7

層は構築土である。また第 5層は煙道部の天丼が崩落した層と考えられる。焦土および炭化層は

燃焼部を中心に 2 11ull以 下で確認された。袖は粘土を中心に構築され、右袖は砂質凝 灰岩を構築

材として使用していた。なお袖石は残存していなかった。
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遺物は、甕・郭といった土器などが出土した。

以上より本住居址は、古墳時代の後期と考えられる。

・住居址平面図→97・ 98ページ

・住居址写真→397ページ

・遺物実測図→319ペ ージ

。遺物写真→504ページ

H9号住居址

H9号住居址は、調査区の西側、キ～ケー12～ 14グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

おいて検出された。本住居l■は、Y35号住居址を破壊する。

平面の形態は南北にやや長い方形で、規模は南北が729cm・ 東西は697cmを測る。住居址の向き

は南北方向を指し、北より西へ 2° ずれる。床の面積は44.94∬ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 5層に分割された。この内第 3・ 4。 5層はカマドの崩壊

により成立した土層と考えられる。床はおおむね平坦で、貼床は検出されなかった。壁はほぼ垂

直に立ち上がり、検出面から床までの高さは12～ 58cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の責褐色砂質

ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入口施設に伴うと考えられるピット1個 (P5)、 貯蔵穴 1個

(P6)の 計 6個が検出された。ピットは貯蔵京を除きいずれも掘り方が認められた。

カマドは住居址の北壁のほぼ中央で検出された。残存状況は比較的良好で、左右の両袖と煙道

の天丼部が残存していた。なお左袖の一部と袖天丼石は残存していなかった③規模は煙道出口か

ら焚口までの全長が163cmで 、袖部の幅が131cmを測る。また残存する右袖は長さHOcmで幅40om、

左袖は長さ83omで幅44cmを測る。土層は全部で 9層に分割され、この内第 6～ 9層は構築土であ

る。袖は粘土を中心に構築され、右袖は砂質凝灰岩を袖石として、安山岩を構築材として使用し

ていた。左袖の袖石は失われており、安山岩が構築材として使用されていた。また煙道天丼部も

粘土を中心に使用し、構築されていた。

本住居址は、東側の壁の直下床面で炭化材が数本検出されている。また床面直上の数箇所に炭

化層と焦土が確認されている。さらに郭は火熱を受け変色したり剥離しているものが見受けられ

る。よって本住居址は、火事により焼失したか、廃棄時に焼却したと考えられる。

遺物は、甕・甑・郭といった土師器、須恵器製の郷蓋、砥石・滑石製紡錘車などが出土した。

以上より本住居址は、古墳時代の後期と考えられる。

・住居址平面図→100～ 102ページ  ・遺物実測図→320～ 324ページ
・遺物写真→505～ 511ページ
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PQ

|>

2暗褐色土層 ローム粒子を少量含む。lllYR3/3
3にぶい赤褐色土層 粘上粒子を少量含む。5YR4/3
4灰褐色土層 粘土粒子を多量含む。5YR5/2
5極暗赤褐色土層 粘土・焦上・炭化粒子微量含む。5YR2/3

第111図  H9号住居址実測図
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標高
680 9D B'

通倍の検断図

♀  (11側)J
縮尺スケール

拗・３７ｃｍ（口Ｐ‐　　　　　　　　　　　　　　　枷◎Ｐ４

遺構の検断図

上層説明f臨雹ェぎ
~と

こ蛋議を振重菰 lllYR2/2



6暗褐色土層 ローム粒子を少量含む。1硯q3/3 0    (1:80)   2n

第112図 H9号住居址実測図 (ピ ット完掘)
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第■3図 H9号住居址カマド実測図

l灰褐色上層 粘土粒子多量含む。5YR5/2
2暗赤褐色土層 粘土粒子少量、焦土粒子微量含む。

5YR3/2
3極暗赤褐色土層 焦上・粘土粒子多量含む。

5VR2/4
4暗赤褐色土層 粘上・炭化粒子多量含む。5YR3/6
赤褐色土層 焦土主体層。5YR4/8
黒褐色土層 カマド構築上。粘土粒子少量含む。

ltlYR2/2

灰褐色上層 カマド構築土。粘土主体層。5YR6/2
にぶい赤褐色土層 カマド構築上。粘上多量含む。

5YR5/4
褐灰色土層 カマド構築土。粘土多量含む。

5ゝR4/1

(1130)

縮尺スケール

的０

ω
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H10号住居址

H10号住居址は、調査区の西側、ウ～オー20～22グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

おいて検出された。本住居址は、Y30号住居址を破壊する。

を藍:鑓 I経擁ζ独霞と1影: 9       (1180)      4H

第■4図  H10号住居址実測図

平面の形態は東西にやや長い方形で、規模は南北が510cm。 東西は546cmを測る。住居址の向き

は北東―南西方向を指し、北より東へ42.5° ずれる。床の面積は24.83∬ を測る。

住居址の検出面から床までの上層は2層に分割された。床はおおむね平坦で、貼床は検出され

なかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床までの高さは21～33cmを測る。壁は全体層

序第皿層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴 1個 (P5)の計 5個が検出された。

〔憫既
枷Ｏ
Ｐ‐　
　
　
　
　
『Ｏ
Ｐ４

『◎
Ｐ２　　　　　　　　　枷∩）Ｐ３
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B'

1黒褐色土層 粘土,焦土粒子多量含む。lllllt2/3
2にぶい赤褐色土層 粘土粒子多量含む。5YR4/4
3暗赤褐色上層 粘土粒子多量含む。5YR3/4
4にぶい橙色土層 焦土ブロック。碕m6/3
5暗褐色土層 焦土多量、ローム微量含む。10YR3/8
6灰褐色土層 カマド構築土。粘土主体層。5YR5/2
7褐灰色土層 カマド構築土。粘土主体層。7 5YR6/1
8明褐色土層 カマド構築土。ローム多量含む。

7 5YR5/6

(1130)     lP

第115図  H10号住居址カマド実測図

カマドは住居址の北壁の中央やや東寄りで検出された。残存状況はきわめて悪く、左右の両袖

の壁側が残存しているのみであった。規模は煙道出回から焚口までの全長が117cmで、袖部の幅

が95cmを測る。また残存する右袖は長さ35cmで、左袖は長さ46cmを測る。土層は全部で 8層に分

割され、この内第 6～ 8層は構築上である。袖は粘土を中心に構築され、左右ともに安山岩が構

築材として使用されていた。

遺物は、甕・邪といった土師器、擦り石などが出土した。

以上より本住居址は、古墳時代の後期と考えられる。
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・住居址平面図→103・ 104ページ

・住居址写真→398。 399ペ ージ

1極暗赤褐色上層 粘土・焦土粒子微量含む。5YR2/3
2にぶい赤掲色上層 焦上粒子多量含む。5YR4/4
3暗赤褐色上層 焦土主体も炭化粒子多量含む。5YR3/6
4暗赤褐色土層 構築土。粘上主体。5YR3/4

。遺物実測図→325ペ ージ

・遺物写真→511ページ

第116図  Hl号住層址カマド実測図
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平安時代の竪穴住居址

Hl号住居址

|。

1黒褐色上層
2黒褐色土層
3褐色土層

砂粒を微量含む。10YR2/2

砂粒・炭化粒子を微量含む。孔llLTR2/3
ローム多量含む。lCIYR4/4

第■7図 Hl号住居址実測図

Hl号住居址は、調査区の北西部、工・カー36・ 37グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。

平面の形態は隅の丸い方形で、規模は南北が504om・ 東西は497cmを測る。住居址の向きは南北

方向を指し、北より西へ9.5° ずれる。床の面積は20,73だ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は3層に分割された。床はおおむね平坦で、床面の全面にわ

たり貼床が検出された。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床までの高さは13～28cmを測る。

壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴 1個 (R)、 入口施設に伴うと考えられるピット1個

(民 )、 床下土坑 1個 (P7)の 計 7個が検出された。ピットはP7を除き、貼床に使用されたのと

枷③
Ｐ‐　　　　　　　　　・‐５ｃ皿（〕Ｐ４
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Ｐ

♀ 住i硼  4Ш

4暗褐色上層 ローム少量含む。10YR3/3
5暗褐色上層 灰・炭化粒子多量含む。10YR2/2

第■8図 Hl号住居址実測図 (掘り方)

同じ土で柱を埋め込んでいる。またP4に は礎石 (安山岩)が設けられていた。P7は貼床の下から

検出され、床下土坑と考えられる。本土坑は底部で藁状の植物を多量に燃やした後に第 5層の土

砂により人為的に埋められており、住居を掘削した直後に何らかの祭万巳を行った可能性がある。

カマドは住居址の北壁の中央やや西寄りで検出された。残存状況はきわめて悪く、左右の両袖

が残るのみだった。規模は煙道出回から焚口までの全長が191.5cmで 、袖部の幅が103cmを測る。

また残存する右袖は長さ54cmで幅38om、 左袖は長さ57cmで幅36cmを測る。上層は全部で 4層に分

割され、この内第 4層は構築土である。袖は粘土を中心に構築され、両袖ともに安山岩を構築材

として使用していた。なお袖石は残存していなかった。
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遺物は、甕・郷といった土師器、須恵器製の甕・耳皿、

以上より本住居址は、平安時代の中期と考えられる。

かいゆう

灰釉陶器、擦り石などが出土した。

・住居址平面図→105～107ページ  ・遺物実測図→289～ 296ページ

・住居址写真→392ペ ージ ・遺物写真→486～489ペ ージ

H2号住居址

679.9al B,

9 0i硼  4Ⅱ

痢　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・２‐．５でＯ

鮮

鉤∩）Ｐ２　　　　　　　　　　．

1黒褐色土層
2暗褐色土層

砂粒微量含む。10YR2/3
ローム多量含む。lllYR3/4

第119図  H2号住居址実測図
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1極暗赤褐色土層 粘土・焦土粒子少量含む。5YR2/4
2黒褐色上層 粘上粒子多量含む。5YR2/1
3黒褐色土層 粘土粒子微量、焦上・炭化粒子多量含む。

5YR2/2
4暗褐色上層 構築士。粘土粒子・ローム少量含む。

10YR3/3

第120図  H2号住居址カマド実測図

H2号住居址は、調査区の北西部、ウ 。エー35。 36グ リッド内に位置し、全体層序第皿層上面

において検出された。本住居址は、Y39・ 40・ 41号住居址を破壊する。

平面の形態は隅の丸い方形で、規模は南北が483cm。 東西は492cmを浪Iる 。住居址の向きは南北

方向を指し、北より西へ23.5° ずれる。床の面積は20.76∬ を測る。

住居址の検出面から床までの上層は 2層に分割された。床はおおむね平坦で、貼床は検出され

なかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床までの高さは18.5～ 42cmを測る。壁は全体

∪
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層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 2個 (Pl～ P2)、 貯蔵穴 2個 (P5'P6)｀ 入口施設に伴うと考えられるピット2

個 (P3・ P4)の計 6個が検出された。

カマドは住居址の北壁の中央やや西寄りで検出された。残存状況はきわめて悪く、左右の両袖

の一部が残るのみだった。規模は煙道出口から焚口までの全長が144.5cmで 、袖部の幅が103.5cm

を淑1る 。また残存する右袖は長さ57cmで幅26.5cm、 左袖は長さ35omで幅20.5cmを 測る。土層は全

部で 4層に分割され、この内第 4層は構築土である。袖は粘土を中心に構築され、左袖は安山岩

を構築材として使用していた。なお袖石は残存していなかった。

遺物は、甕・邪といった土師器、須恵器製の不、刀子・鉄鏃などが出土した。また覆土中より、

馬歯と思われる獣骨が出上した。

以上より本住居址は、平安時代の前期と考えられる。

・住居址平面図→108・ 109ページ  ・遺物実測図→297・ 298ページ
。住居址写真→393ペ ージ ・遺物写真→489～491ペ ージ

H3号住居址

H3号住居址は、調査区の西側の中央部、ケ・コー36～38グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ

層上面において検出された。

平面の形態は隅の丸い方形で、規模は南北が488cm。 東西は501cmを測る。住居址の向きは南北

方向を指し、北より東へ1.5° ずれる。床の面積は21.33ド を測る。

住居址の検出面から床までの上層は 4層に分割された。床はおおむね平坦で、ほぼ床の全面に

わたり貼床が検出された。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床までの高さは25～37cmを測

る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴 2個 (P6・ P7)、 入口施設に伴うと考えられるピット1

個 (R)の計 7個が検出された。主柱穴は掘り方が二重に確認された。ひとつは住居址を掘り込

んだ時の掘り方で、もうひとつは住居址の床を貼った時の掘り方である。

カマドは住居址の北壁の中央で検出された。残存状況はきわめて悪く、袖は残存していなかっ

た。規模は煙道出回から焚回までの全長が129cmで 、燃焼部付近の掘り込みの幅が72cmを測る。

土層は全部で 4層に分割され、この内第 3・ 4層は構築土である。

遺物は、甕・郭といった土師器、須恵器製の邪・蓋・甕、砥石などが出土した。

以上より本住居址は、平安時代の前期と考えられる。
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1暗褐色土層 耕作上落ち込みltlYR3/3
2黒褐色土層 ローム微量含む。10YR2/3
3黒褐色土層 焦土・炭化粒子少量含む。lklYR2/2
4褐色土層 ローム多量含む。10YR4/4
5黒褐色土層 ローム少量含む。10Ⅷ證/3
6褐色土層 ローム多量含む。lωm4/6

住居址平面図→111・ 112ページ

住居址写真→394ペ ージ

680 1n A'

第121図  H3号住居址実測図

遺物実測図→299。 300ページ

遺物写真→491ペ ージ

H4号住居址

H4号住居址は、調査区の西側の中央部、ス・セー38～39グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ

層上面において検出された。本住居址は、Hll号住居址を破壊する。

平面の形態は隅の丸い方形で、規模は南北が373cm。 東西は424cmを測る。住居址の向きは南北

― ■1-



1黒褐色上層 ローム・粘土・焦土粒子微量含む。5YR2/2
2極暗赤褐色土層 粘土・焦土・炭化粒子多量含む。5YR2/3
3暗褐色土層 構築土。炭化'粘土。ローム粒子少量含む。

第122図  H3号住居址カマド実測図

方向を指し、北より東へ 8° ずれる。床の面積は13.54ド を測る。

住居址の検出面から床までの上層は3層に分割された。この内第 3層はカマドの土層である。

床はおおむね平坦で、貼床は検出されなかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床まで

の高さは21～36cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱

であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入口施設に伴うと考えられるピット1個 (P5)の 計 5個が検

出された。
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41

1黒褐色土層 ローム少量含む。lllYR3/3
2黒褐色土層 粘土少量含む。10YR2/2
3黒褐色上層 粘上・焦上粒子少量含む。lllYR2/3
4極暗赤褐色上層 焦土粒子多量含む。5YR3/3
5暗赤褐色土層 焦土・炭化粒子多量含む。5YR3/2
6黒褐色上層 焦上主体。炭化粒子多量含む。5YR2/2
7暗褐色土層 構築上。ローム・粘土少量含む。

lllYR3/3

第123図  H4号住居址カマド実測図

カマドは住居址の北壁の中央やや西寄りで検出された。残存状況はきわめて悪く、両袖の一部

が残存しているのみであった。規模は煙道出口から焚口までの全長が123cmで 、袖部の幅が110.5

cmを測る。また残存する右袖は長さ63cmで幅42cm、 左袖は長さ73cmで幅45cmを測る。土層は全部

で 7層に分割され、この内第 7層は構築土である。袖は粘土を中心に構築され、左袖は安山岩を

構築材として使用していた。なお袖石は残存していなかった。

遺物は、甕・郷といった土師器、須恵器製の邪、灰柚陶器、刀子、砥石などが出土した。

以上より本住居址は、平安時代の中期と考えられる。

■1
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・住居址平面図→113・ H4ページ

・住居址写真→394・ 395ページ

暗褐色土層 ローム微量含む。lCIYR2/3
黒褐色土層 ローム・炭化粒子微量含む。lllYR2/2
暗赤褐色土層 粘土粒子多量含む。5YR3/4

9  0iり   そn

第124図  H4号住居址実測図

・遺物実測図→301～ 303,305ペ ージ

・遺物写真→492～ 494ペ ージ

H5号住居址

H5号住居址は、調査区の北西部、力～クー36・ 37グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規模は南北が558cm(南側張り出し部を合めると

581cm)。 東西は483cmを測る。住居址の向きは南北方向を指し、北より西へ 8° ずれる。床の面

積は23.26だ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は4層に分割された。この内第 4層はカマドの土層である。

床はおおむね平坦で、床の全面にわたり貼床が検出された。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面

から床までの高さは33.5～ 45.5cmを 測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平

滑であるが軟弱であった。
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黒褐色土層 粘土微量含む。10YR2/2
暗褐色土層 粘土・焦土粒子少量含む。7 FDYR3/3

暗赤褐色土層 焦土・粘上粒子多量、炭化粒子微量含む。
5YR3/2

黒褐色上層 炭化層。焦土多量含む。7nn3/1
灰褐色土層 構築土。ローム・粘土粒子少量含む。

7 FDYR4/2

1

2

3

4

5

?   (1130)   1皿

第125図  H5号住居址カマド実測図

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 2個 (R・ P6)、 入口施設に伴うと考えられるピット

1個 (P7)、 貯蔵穴 1個 (P3)の 計 8個が検出された。

図中の床面に散在する安山岩は、すべて床面に食い込んでおり、何らかの意図をもって設置さ

れたと考えられる。

カマドは住居址の北壁の中央で検出された。残存状況はきわめて悪く、両袖の一部が残存して

いるのみであった。規模は煙道出口から焚口までの全長が161cmで 、袖部の幅が123cmを測る。
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1黒褐色土層 砂粒を微量含む。10YR2/2
2黒褐色」唇 砂粒・炭化粒子を微量含む。10YR2/3
8暗褐色上層 ローム少量含む。10YR3/3
4暗赤褐色上層 ローム少量含む。5YR3/2
5にぶい黄褐色土層 貼床。ローム多量含む。10YR4/3

第126図  H5号住居址実測図

また残存する右袖は長さ34cmで幅44cm、 左袖は長さ51cmで幅49.5cmを 測る。土層は全部で 5層に

分割され、この内第 5層は構築土である。袖は粘土を中心に構築され、両袖ともに安山岩を構築

材として使用していた。

遺物は、甕 。邪といった土師器、須恵器製の不・甕、灰柚陶器、刀子、鎌、砥石などが出土し

た。

以上より本住居址は、平安時代の中期と考えられる。

・住居址平面図→115・ H6ページ  ・遺物実淑I図→306～313ペ ージ

・遺物写真→495～ 500ページ・住居址写真→395ペ ージ

― ■6-



H6号住居址

1暗褐色土層 ローム微量含む。lCIYR3/3
2黒褐色土層 炭化・焦土粒子少量含む。10YR2/2

第127図  H6号住居址実測図

H6号住居址は、調査区の北西部、ス・セー36・ 37グ リッド内に位置し、全体層序第Ш層上面

において検出された。本住居址は、Yl号・Y9号住居址を破壊する。

平面の形態は隅の丸い方形で、規模は南北が403cm。 東西は401cmを測る。住居址の向きは東西

方向を指し、東より北へ 2° ずれる。床の面積は13.25ぽ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 2層に分割された。床はおおむね平坦で、貼床は検出され

なかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床までの高さは16～37cmを測る。壁は全体層

序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (PI～ P4)、 入口施設に伴うと考えられるピット1個 (P5)の 計 5個が検

出された。

カマドは住居址の東壁の中央やや南寄りで検出された。残存状況はきわめて悪く、両袖の一部
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1暗褐色土層 粘土粒子少量含む。lllYR3/3
2種暗赤褐色土層 粘土・焦上粒子少量含む。

5Ⅵ12/4

3黒褐色土層 粘上・焦土粒子多量含む。5YR3/1
4黒褐色土層 構築上。粘土粒子・ローム少量含む。

lllYR2/3

第128図  H6号住居址カマド実測図

が残存しているのみであった。規模は煙道出回から焚口までの全長が98cmで、袖部の幅が91.5cm

を測る。また残存する右袖は長さ48cmで幅35cm、 左袖は長さ42.5cmで幅32cmを測る。土層は全部

で 4層に分割され、この内第 4層は構築土である。また焦土・炭化層は燃焼部を中心に 3 11ull以 下

で確認された。袖は粘土を中心に構築され、右袖は安山岩を構築材として使用していた。

遺物は、甕・不といった土師器、須恵器製のイ、擦り石などが出土した。

以上より本住居址は、平安時代の中期と考えられる。

・住居址平面図→117。 118ページ  ・遺物実測図→313。 314・ 316ページ

。住居址写真→396ペ ージ ・遺物写真→500～ 502ページ

く

　

く^
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H7号住居址

1黒褐色土層 焦土・炭化粒子・炭化材小片少量、ローム微量含む。lllYR2/2

第129図  H7号住居址実測図

H7号住居址は、調査区の西側、夕・チー37・ 38グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

おいて検出された。本住居址は、Y42号住居址を破壊する。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規模は南北が343cm。 東西は328cmを測る小型の住

居址である。住居址の向きは東西方向を指し、東より南へ5.5° ずれる。床の面積は9.49ド を測

る。

住居址の検出面から床までの上層は 1層のみが確認された。床はおおむね平坦で、貼床は検出

されなかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床までの高さは 3～ 13.5cmを測る。壁は

全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 3個 (Pl～ P3)、 貯蔵穴 1個 (P4)の 計 4個が検出された。

カマドは住居址の東壁の中央やや南寄りで検出された。残存状況は悪く、両袖が残存している

卿

◎
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1黒褐色土層 ローム・粘土粒子微量含む。lω咀2/2
2暗赤褐色上層 粘土粒子少量、焦土粒子多量含む。

5YR3/4
3褐色土層 焦土・粘上多量含む。7.碕吼ウ/4

4にぶい赤褐色土層 焦土層。炭化粒子多量含む。
5YR4/4

5黒褐色土層 構築上。粘上・ローム少量含む。
10YR2/3

第130図  H7号住居址カマド実測図

のみであった。規模は煙道出口から焚口までの全長が117cmで、袖部の幅が83.5cmを 測る。また

残存する右袖は長さ82cmで幅30cm、 左袖は長さ82cmで幅39cmを測る。土層は全部で 5層に分割さ

れ、この内第 5層は構築土である。袖は粘土を中心に構築され、両袖ともに多くの安山岩を構築

材として使用していた。

本住居址は、覆土中に焦土や炭化材の小片を合み、床面の直上に焦土と炭化層が0.5～ l cm以

下で確認された。また土器の中にも火熱を受けたものが認められる。よって本住居址は、焼失あ

るいは焼却されたと考えられる。                       ′

遺物は、甕・郭といった土師器、灰柚陶器などが出上した。

以上より本住居址は、平安時代の中期と考えられる。
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・住居址平面図→H9。 120ページ

。住居址写真→396・ 397ペ ージ

。遺物実測図→316・ 317ページ

・遺物写真→502～ 504ページ

H ll号住居址

679.8m B'

9  Q甲の lm

1暗褐色土層 ローム微量含む。10YR3/3
2黒褐色土層 ローム・炭化・焦土粒子微量含む。10YR2/3
3褐色土層 ローム多量含む。10YR4/6
4極暗赤褐色土層 粘土粒子多量含む。5YR2/4

第131図  H■号住居址実測図

HH号住居址は、調査区の西側、ス・セー38グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面におい

て検出された。本住居址は、H4号住居址により南西部を破壊される。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規模は南北が354cm・ 東西は329cmを測る。住居址

の向きは南北方向を指し、北より東へ 6° ずれる。現存する床の面積は7.42∬ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 4層に分割された。この内第 4層はカマドの土層である。

床はおおむね平坦で、貼床は検出されなかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床まで

〔陛呻　『６）Ｐ３　　・２８．５ｃＨ⑨胞
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1黒褐色上層粘土粒子微量含む。7 5YR2/2
2暗赤褐色土層粘土・焦上少量含む。5YR3/2
3暗赤褐色上層焦上層炭化粒子少量含む。5YR4/3
4灰褐色土層構築土。粘土主体層。7.5VR4/2

(1:30)

第132図  H担号住居址カマド実測図

の高さは現存部分で23.5～ 32cmを測る。壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑

であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 3個 (Pl～ P3)、 貯蔵穴 1個 (P4)の 計 4個が検出された。

カマドは住居址の北壁の中央やや東寄りで検出された。残存状況はきわめて悪く、燃焼部が残

存しているのみであった。規模は煙道出口から焚口までの全長が131cmを測る。土層は全部で 4

層に分割され、この内第 4層は構築土である。

遺物は、甕・郭といった土師器などが出土した。
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以上より本住居址は、平安時代の中期と考えられる。

・住居址平面図→121,122ペ ージ  ・遺物実測図→326・ 327ペ ージ

・住居址写真→399ページ ・遺物写真→512ページ

H12号住居址

】繋監垣蘊垢縛鶏耀緊:て協2/2 ♀  住i醐  黎

第133図  H12号住居址実測図
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H12号住居址は、調査区の北西部、工・オー37～39グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。本住居址は、H13号住居址により北側を破壊される。

平面の形態は隅の丸い方形と考えられ、規模は南北が現存で585cm。 東西は594cmを測る。住居

址の向きは南北方向を指し、北より西へ16° ずれる。現存する床の面積は20,765ド を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 2層に分割された。床はおおむね平坦で、貼床は検出され

なかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床までの高さは現存部分で28.5～ 46cmを測る。

壁は全体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 3個 (Pl～ P3)、 入回施設に伴うと考えられるピット1個 (P4)の 計 4個が検

出された。

遺物は、甕・郭といった土師器、須恵器製の邪・甕、灰柚陶器、土錘、麻引金具、擦り石など

が出土した。また覆土中より馬の歯と考えられる獣骨が出土した。

以上より本住居址は、平安時代の中期と考えられる。

・住居址平面図→123ページ

・住居址写真→400ペ ージ

・遺物実測図→328～ 336ページ

。遺物写真→512～520ペ ージ

H13号住居址

H13号住居址は、調査区の北西部、ウ・エー37～39グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。本住居址は、H12号住居址を破壊する。

平面の形態は南北に長い隅の丸い長方形で、規模は南北が494cm。 東西は439cmを測る。住居址

の向きは南北方向を指し、北より西へ8.5° ずれる。また床の面積は18.195正 を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 1層のみが確認された。床はおおむね平坦で、貼床は検出

されなかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床までの高さは 4～45cmを測る。壁は全

体層序第Ⅲ層の黄褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 1個 (P5)、 入口施設に伴うと考えられるピット1個

(P6)、 貯蔵穴 1個 (P7)の 計 7個が検出された。

カマドは住居址の北壁の中央やや東寄りで検出された。残存状況はきわめて悪く、燃焼部が残

存しているのみで、袖の構築材と考えられる安山岩が燃焼部を中心に散乱していた。規模は煙道

出口から焚回までの全長が推定で120cm前後を測る。土層は全部で 3層に分割され、この内第 3

層は構築土である。

遺物は、甕・郷といった土師器、須恵器製の不・甕、灰柚陶器、鉄鏃などが出土した。
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1暗赤褐色土層 粘土多量含む。5YR3/3
2黒褐色土層 炭化・焦土層。5YR2/2
3黒褐色土層 構築土。粘土主体。

ローム微量含む。
lllYR2/2

9     (1:30)     Im

第134図  H13号住居址カマド実測図

以上より本住居址は、平安時代の中期と考えられる。

・住居址平面図→125・ 126ペ ージ  ・遺物実波1図→336～ 340ペ ージ

・住居址写真→400ペ ージ ・遺物写真→521～ 523ページ
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l黒褐色土層 ローム微量含む。10YR2/3

第135図  H13号住居址実測図

♀  olり   単

第136図  H14号住居址カマド実測図
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H14号住居址
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1暴褐色土層 ローム・炭化粒子を微量含む。lllVR2/2

?  &i動  4m

第137図  H14号住居址実測図

H14号住居址は、調査区の最西端 (全体図参照)に位置し、全体層序第Ⅲ層上面において検出

された。

平面の形態は隅の丸い方形で、規模は南北が316cm。 東西は調査値で328cmを測る。住居址の向

きは南北方向を指し、北より東へ 6° ずれる。また床の面積は調査値で8,77∬ を測る。

住居址の検出面から床までの土層は 1層のみが確認された。床はおおむね平坦で、貼床は検出

されなかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面から床までの高さは 2～20cmを測る。壁は全

体層序第Ⅲ層の責褐色砂質ロームを利用し、平滑であるが軟弱であった。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 1個 (Ps)の 計 5個が検出された。

カマドは住居址の北壁の中央で検出された。残存状況はきわめて悪く、燃焼部が残存している

のみであった。

遺物は、甕・郭といった土師器などが出土した。

以上より本住居址は、平安時代の前期と考えられる。

・住居址平面図→126・ 127ページ  ・遺物実測図→340ペ ージ
。遺物写真→523ページ
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掘立柱建物址

Fl号掘立柱建物址

iカ

0鰤m

⑥塩cm
|>

1黒褐色土層
2暗褐色土層
3黒褐色土層

硼

Ｐ４

・
４

角ヽ
《阿》隣・５５ｃｎ

◎
Ｐ６『
『◎
♂

@獅

ローム・炭化粒子を微量含む。lllYR2/2

ロームを少量含む。lllYR3/3

ロームを微量含む。10YR2/3

第138図  Fl号掘立柱建物址実測図

Fl号掘立柱建物址は、調査区の中央部、シ・スー27・ 28グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ

層上面において検出された。本建物址は、M2号溝状遺構により中央部を破壊される。

本址は、 2間×2間の掘立柱建物址と考えられる。主たる柱間は、Pl―Paで329cm、 P3~PSで

364cm、 P5~P7で340cm、 Pl―P.で358clnを測る。建物址の向きは南北を指し、北より東へ 6° ず

れる。

遺物は、弥生時代の中期の上器片が出土しているが混入遺物と考えられる。

本建物址の所産期は、古墳時代あるいは平安時代と考えられる。

・建物址平面図→128ページ

・建物址写真→401ページ

9 (1180) 2m
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F2号掘立柱建物址
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@砲卿
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第139図  F2号掘立柱建物址実測図

F2号掘立柱建物址は、調査区の中央部、コ・サー 3。 4グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ

層上面において検出された。

主たる柱間は、P2~乳で374cm、 Pl― P6で363cm、 建物址の向きは南北を指し、北より西へ 8°

ずれる。

遺物は、弥生時代の中期の上器片が出土しているが混入遺物と考えられる。

本建物址の所産期は、古墳時代あるいは平安時代と考えられる。

・建物址平面図→129ページ

・建物址写真→402ページ

S28号掘立柱建物址

S28号掘立柱建物址は、調査区の中央部、シ・スー25。 26グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ
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層上面において検出された。

遺物は、弥生時代の中期の土器片が出土しているが混入遺物と考えられる。

本建物址の所産期は、古墳時代あるいは平安時代と考えられる。

S29号掘立柱建物址

S29号掘立柱建物址は、調査区の東側、コ・サー 6グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。

遺物は、弥生時代の中期の土器片が出土しているが混入遺物と考えられる。

本建物址の所産期は、古墳時代あるいは平安時代と考えられる。

9(1110)中

1黒褐色土層 ローム微量含む。人為的埋上。ll142/3
2褐色土層 ローム多量含む。人為的埋土。lllYR6/4
3黒褐色土層 炭化'焦土粒子少量、炭化材小片微量含む。

人為的埋五 碕R2/2
4晴赤褐色土層 焦上主体。炭化材小片多量含む。

Y14号凝上第4層 と同じ。5YR3/4

G80,3m A'

0  (1:18) lm

第140図  Dl号土坑実測図
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第141図  D2号土坑実測図



5 土坑

Dl号土坑

Dl号土坑は、調査区の北側の中央、キー29,30グ リッド内に位置し、Y14号住居址内より検

出された。

平面の形態は南北に長い隅の丸い不整長方形で、規模は南北が210om。 東西は124cmを測る。土

坑の向きは南北方向を指し、北より東へ16° ずれる。

検出面から床までの土層は 4層に分割された。第 1層～第 3層までは人為的に埋められた土砂

で、第 4層はY14号住居址の覆土第 4層 と同一層である。

本土坑は、Y14号住居址が焼却される直前に掘り込まれており、掘り込んだ際に出た土砂が本

土坑東側のY14号住居址の床面に平らにならされた状態で雄積していた。この土砂の直上と本土

坑の最下層で炭化材が検出され、土砂は火熟を受け変色していた。また骨は検出されなかったが、

住居址内という特殊性や、土層の様子、住居址の焼却後に土坑のみ人為的に埋められている点な

どから、Y14号住居址に関係の深い人物を埋葬した墓坑ではないかと推測される。

遺物は甕・壼 。郷といった土器片やミニチュア土器などが出土している。

以上より本土坑の所産期は、弥生時代の中期の後半と考えられる。

・平面図→130ページ

D2号土坑

D2号土坑は、調査区の北側の中央、オー28・ 29グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に

おいて検出された。本土坑はY10号住居址により北側の一部を破壊される。北東隅においてY31

号住居址と重複関係にあるが、ごくわずかの重複のため新旧は不明である。

平面の形態は南北に長い長楕円形で、規模は南北が現存で239cm。 東西は162cmを測る。土坑の

長い軸の向きは南北方向を指し、耳しより西へ16.5° ずれる。

遺物は弥生時代の中期の甕・壷・郭といった土器片や凹み石、砥石などが出土している。

以上より本土坑の所産期は、弥生時代の中期の後半と考えられる。

・平面図→130ページ
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1黒褐色土層 ローム微量含む。lllYR3/2

9 (l i10) 1lm

第143図  D4号土坑実測図
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l暗褐色土層 ローム少量含む。lllVR3/3
2黒褐色土層炭化・ローム粒子微量含む。lllYR2/2

第142図  D3号土坑実測図

D3号土坑

D3号土坑は、調査区の東側、キー19。 20グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面において

検出された。

平面の形態は東西に長い隅の丸い不整長方形で、規模は南北が198cm。 東西は216cmを測る。土

坑の長い軸の向きは北東―南西方向を指し、北より西へ33° ずれる。

検出面から床までの土層は2層に分割された。

遺物は弥生時代の中期の甕・壷・郷といった土器片などが出土している。

以上より本土坑の所産期は、弥生時代の中期の後半と考えられる。

・平面図→132ページ

D4号土坑

D4号土坑は、調査区の東側、オー22・ 23グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面において

検出された。
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平面の形態は円形で、規模は直径H5～ 132cmを測る。

検出面から床までの土層は 1層のみが確認された。

遺物は弥生時代の中期の甕・壷・郭といった土器などが出土している。

以上より本土坑の所産期は、弥生時代の中期の後半と考えられる。

・平面図→132ページ

D5号土坑

D5号土坑は、調査区の西側、ソー37グ リッド内に位置し、Yl号住居址検出面において検出

された。本土坑はYl号住居址の一部を破壊する。

平面の形態は東西に長い楕円形で、規模は南北が101cm。 東西が159cmを測る。土坑の長い軸の

向きは東西方向を指し、東より北へ 1° ずれる。

検出面から床までの土層は 1層のみが確認された。

遺物は弥生時代の中期の甕・壷・高邦・片回鉢といった土器などが出土している。

以上より本土坑の所産期は、弥生時代の中期の後半と考えられる。

・平面図→133ページ

く|     く|

1暗褐色土層 ローム少量含む。人為的埋上。ltlYR3/3
2黒褐色土層 ローム微量含む。人為的埋上。lllYR2/2
3黒褐色上層 ローム・炭化粒子微量含む。lllYR2/3

人為的埋上。lllYR3/3
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第144図  D5号土坑実測図
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D7号土坑

D7号土坑は、調査区の西側、ソー38グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面およ髄 6号

住居址検出面において検出された。本土坑はY6号住居址の一部を破壊する。

平面の形態は円形で、規模は直径121～ 124cmを測る。

検出面から床までの土層は3層に分割され、いずれの層も人為的に埋められた土砂である。

遺物は弥生時代の中期の甕・壷といった土器などが出土している。

以上より本土坑の所産期は、弥生時代の中期の後半と考えられる。

・平面図→133ページ

く|      く|
黒褐色上層
ローム・炭化粒子微量含む。10YR2/2

9 (li`0) In

第146図  D8号土坑実測図

|ィ 9,an A'

1

暗褐色土層 ローム少量含む。10YR3/3

9     (l i SO)   In

第147図  D9号土坑実測図

D8号土坑

D8号土坑は、調査区の西側、セ・ソー37・ 38グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面にお

いて検出された。

平面の形態は円形で、規模は直径108～ H3cmを測る。

検出面から床までの上層は 1層のみが確認された。

遺物は弥生時代の中期の甕・壷といった土器や土錘などが出土している。

以上より本土坑の所産期は、弥生時代の中期の後半と考えられる。

・平面図→134ページ
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D9号土坑

D9号土坑は、調査区の北西部、エー36グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面において検

出された。

平面の形態は南北に長い楕円形で、規模は南北が192cm。 東西が143cmを測る。土坑の長い軸の

向きは南北方向を指し、北より西へ 5° ずれる。

検出面から床までの上層は 1層のみが確認された。

遺物は弥生時代の中期の甕・壺といった土器などが出土している。

以上より本土坑の所産期は、弥生時代の中期の後半と考えられる。

・平面図→134ページ

D10号土坑

1暗褐色上層 炭化・焦上粒子少量含む。
人為的埋土。lllYR2/2

2極暗赤褐色上層 炭化・焦土粒子多量、
炭化材小片少量含む。

人為的埋土。5YR2/3

3黒褐色土層
炭化・焦土粒子・炭化材小片多量含む。
Y25号覆土第3層 と同じ。10YR2/2
4極暗褐色土層
炭化粒子微量、ローム少量含む。

人為的埋上。7 5YR2/3

5黒褐色上層
ローム少量含む。人為的埋土。

10YR2/3

0  (1:,0)  lm

第148図  D10号土坑実測図

D10号土坑は、調査区の南側の中央、ソ・ター31グ リッド内に位置し、現 5号住居址内より検

出された。

平面の形態は南北に長い不整楕円形で、規模は南北が231cm。 東西は92omを測る。土坑の向き

は南北方向を指し、北より西へ30° ずれる。
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検出面から床までの上層は 5層に分割された。第 1・ 2・ 4・ 5層までは人為的に埋められた

土砂で、第 3層はY25号住居址の覆土第 3層と同一層である。

本土坑は、Y25号住居址が焼却される直前に掘り込まれており、掘り込んだ際に出た土砂が本

土坑東側のY25号住居址の床面に平らにならされた状態で堆積していた。この上砂の直上と本土

坑の第 3層中で炭化材が検出され、土砂は火熱を受け変色していた。また骨は検出されなかった

が、住居址内という特殊性やその位置、土層の様子、住居址の焼却後に土坑のみ人為的に埋めら

れている点などから、Y25号住居址に関係の深い人物を埋葬した墓坑ではないかと推測される。

なお第 4層 と第 5層をうめた上に遺体を安置したと考えられる。

遺物は甕・壷・邪といった土器片などが出土している。

以上より本土坑の所産期は、弥生時代の中期の後半と考えられる。

・平面図→135ページ

S5号土坑

S5号土坑は、調査区の中央部の西寄り、セ・ソー32・ 33グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ

層上面において検出された。本土坑は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

平面の形態は楕円形と考えられる。

弥生時代の中期の後半の土器片が出土しているため、所産期はそのあたりであろう。

S8号土坑

S8号土坑は、調査区の中央部の北寄り、コー17・ 18グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上

面において検出された。本土坑は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

平面の形態は円形である。

弥生時代の中期の後半の土器片が出土しているため、所産期はそのあたりであろう。

S12号土坑

S12号土坑は、調査区の中央部、シー27グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面において検
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出された。本土坑は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

平面の形態は楕円形である。

弥生時代の中期の後半の土器片が出土しているため、所産期はそのあたりであろう。

S14号土坑

S14号土坑は、調査区の中央部の、セ・ソー23・ 24グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。本土坑は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

平面の形態は楕円形である。

弥生時代の中期の後半の土器片が多量に出土しているため、所産期はそのあたりであるう。

S16号土坑

S16号土坑は、調査区の中央部の、ソー19グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面において

検出された。本土坑は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

平面の形態は楕円形と考えられる。

弥生時代の中期の後半の土器片が多量に出土しているため、所産期はそのあたりであるう。

S21号土坑

S21号土坑は、調査区の中央部の、チー24グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面において

検出された。本土坑は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。

平面の形態は円形である。

弥生時代の中期の後半の上器片が出土しているため、所産期はそのあたりであるう。

S25号土坑

S25号土坑は、調査区の北西部の、オ・カー35。 36グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面
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において検出された。本土坑は調査区域外にあるため、

Hl号住居址より古いことが判明した。

平面の形態は楕円形と考えられる。

弥生時代の中期の後半の土器片が出土しているため、

プランの確認調査のみ行った。その結果

所産期はそのあたりであるう。

S27号土坑

S27号土坑は、調査区の北側の中央、ク・ケー25。 26グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上

面において検出された。本土坑は調査区域外にあるため、プランの確認調査のみ行った。その結

果S26号住居址より新しいことが判明した。

平面の形態は楕円形と考えられる。

弥生時代の中期の後半の土器片が出土しているため、所産期はそのあたりであるう。

ローム粒子を微量含む。10YR2/3
ローム粒子を少量含む。10YR6/4

第149図 Ml号清状遺構実測図

-138-

層上

層髄触



溝状遺構

Ml号溝状遺構

Ml号溝状遺構は、調査区の西側、クー37・ 38グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面にお

いて検出された。

本遺構は東西方向に展開し、規模は、全長950cm(確認値)。 最大幅124cmを浪Iる。底面のレベ

ル値は高低差がなく、底面は水平である。

遺物は、弥生時代の中期と平安時代の土器片が出土している。

本遺構の所産期は、平安時代と考えられる。

。平面図→138ページ

1暗褐色土層 ローム粒子を少量含む。lCln/3
2黒福色上層 砂粒を多量含む。lklYR2/3
8褐色上層 ローム粒子を少量含む。lllYR4/4

9 (1180)2n

第150図 M5号溝状遺構実測図
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調査区域外

680.3n A'

ユ 。i耐  仲

第151図 M2号溝状遺構実測図
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M2号溝状遺構

M2号濤状遺構は、調査区の東側、キ～サー10グ リッド内に位置し、全体層序第皿層上面にお

いて検出された。

本遺構は南北方向に展開し、規模は、全長1385cm(確認値)。 最大幅143clllを 測る。底面のレベ

ル値は10cm内外で高低を繰り返すが全体的には差がなく、底面は水平である。

遺物は、弥生時代の中期と平安時代の土器片が出土している。

本遺構の所産期は、平安時代と考えられる。

・平面図→140ページ

M3号清状遺構

調査区域外

M3号溝状遺構は、調査区の北側、ウ～オー30・

31グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面におい

て検出された。

本遺構は南北方向に展開し、規模は、全長396

cm(確認値)。 最大幅121cmを測る。底面のレベ

ル値は10cm内外で高低を繰り返すが全体的には差

がなく、底面は水平である。

遺物は、弥生時代の中期と平安時代の土器片が

出土している。

本遺構の所産期は、平安時代と考えられる。

・平面図→141ページ

♀  Qi硼  そⅡ

第152図 M3号溝状遺構実測図

M4号溝状遺構

M4号溝状遺構は、調査区の中央部、スー27～29グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面に
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おいて検出された。本遺構はFl号掘立柱建物址を破壊する。

本遺構は東西方向に展開し、規模は、全長1042cm(確認値)。 最大幅144cmを測る。底面のレベ

ル値は10cm内外で高低を繰り返すが全体的には差がなく、底面は水平である。

遺物は、弥生時代の中期と平安時代の土器片が出土している。

Q

第153図 M4号溝状遺構実測図
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本遺構の所産期は、平安時代と考えられる。

・平面図→142ページ

M5号溝状遺構

M5号溝状遺構は、調査区の西側、ノ・ハー51・ 52グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅲ層上面

において検出された。

本遺構は南北方向に展開し、規模は、全長731cm(確認値)・ 最大幅302cmを 測る。底面のレベ

ル値は南から北に向かい低下している。勾配率は48%～28%である。

遺物は、弥生時代の中期と平安時代の土器片が出土している。

本遺構の所産期は、平安時代と考えられる。

・平面図→139ページ
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Y8号住居班

0

O

Y ll号仁居址

V16号住居址

Y15号住居址

第154図 弥生時代中期後半住居址一覧図

◎

Y12号住居批

0

⑥
°
緒欄③
0    。
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Ｏ

③

V19骨住居址V18号住居址

Y21号住居址

Y20号住居址

V32号往居整               V33号 住居址

♀  住1200J 5p

第155図 弥生時代中期後半住居址一覧図

③

Y25号住居hl

。
ｏ　　　　一（聞）

Y26号住居班 V27号住居班

Y aO=住 居祉
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Y30号生居‖

? (11200)5n

第1弱図 弥生時代中期後半住居址一覧図
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